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はじめに 

 

学校法人佐久学園は、平成 20 年（2008 年）に佐久大学を開設し看護学部を設置しました。現

在は別科助産専攻、大学院看護学研究科を有し、信州短期大学部福祉学科とともに、保健医療福

祉の人材育成を目指す高等教育機関です。平成 30 年（2018 年）4 月より、大学院の看護学研究科

修士課程において、長野県内初の特定行為研修を含むプライマリ看護コースを開始しました。地

域医療で有名な佐久総合病院の近くに立地しているという強みを生かして、急性期の高度な先進

的医療はもちろん、在宅で質の高い時間を過すための援助に必要な看護職・介護職の教育を担っ

ております。そして、健康志向が高い地域にあるという好条件を生かし、住民の健康寿命をさら

に延伸できるような取り組みを模索してきました。 

このたび、文部科学省の研究ブランディング事業の選定を受け、「健康長寿＜佐久＞を牽引する

『足育（あしいく）』研究プロジェクトをテーマにして、取り組んできました。本学の使命である、

看護師、保健師、助産師、介護福祉士などの対人援助の専門職を目指す学生たちの育成に取り組

む教職員が、それぞれの専門性を活かしつつ、足の健康増進という普遍的なテーマで連携を深め、

本学園のブランド力の向上を図ってきました。   

平成 29 年（2017 年）より令和 2 年（2020 年）3 月までの活動を通して蓄積された本学の足育

の取組みとその成果をまとめ、今後、子どもから高齢者まで、あらゆる人々の足の健康づくりの

ために、地域社会および関係諸機関へ広く情報を発信してきたいと考えております。 

本学の研究ブランディング事業は、令和元年度で終了しますが、今後、佐久市などの自治体と

連携して、地域に貢献する学園として、すべての人々が健康に暮らす社会の実現に向けて取り組

みを継続してまいります。そして、報告書には、この 3 年間の活動のみならず、今後の課題や展

開などについても記述しました。この報告をもって、令和 2 年（2020 年）以降のヒューマンケア

学部設置を控えた、新しい佐久学園における足育活動の展開についてご理解いただければ幸いで

す。今後とも、関係諸機関の皆様のご意見とご指導を宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                              2020 年（令和 2 年）4 月  

佐久大学研究ブランディング事業推進員会 
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１．ブランディング事業の概要 

１）研究プロジェクト申請の背景 

佐久エリアは、ポールウォーキング発祥の地で、地域に「足育」の意識を定着させ産学官医が

連携して活動推進を図るために、平成 26 年（2014 年）、佐久市足育推進協議会を発足させ、本

協議会の 2 代目会長には本学の堀内ふき学長が就任している。足育（あしいく）とは足や靴につ

いての知識を得て、正しい姿勢や歩き方を身につけることでトラブルのない健康的な足や身体を

育てることである（佐久市足育推進協議会）。これまでも、健康問題に特化して活動している本

学は、その協議会の事務局を担当することとなり、大学内に「足育サポートセンター」を開設

し、1 回／週（木曜日の午前中）相談業務にあたっている。また、佐久市や佐久市商工会議所と

の連携協定も締結して、地域のイベント（例：ぞっこん！さく市）、大学祭、教員免許状更新講

習会、公開講座等でのフットプリント採取による足の状態の把握を行ってきた。 

これまでの足育活動の中で、子どもの足や高齢者の足の状態、靴の選び方・履き方の重要性、

そしてなによりも足と靴の関係は膝や股関節腰部などの上位関節のダメージに繋がるという理解

が進み、足の健康を見直し健康に繋げたいという機運が高まってきた。そこで、本学のブランド

化の可能性は、本学がもつ強味の追究であり、これまで実践してきた地域貢献や産学官連携のさ

らなる強化・推進もできると考えた。足の問題はすべての人に共通する普遍的なテーマであるこ

と、足に関する専門家「ドイツ整形外科靴マイスター べーレ・ルッツ氏」に本学の客員教授と

して招聘し全教職員がともに学ぶ環境を整え、足育推進協議会に加盟されているシューズ販売店

等との連携を保ちながらできる企画を構想した。さらに本学のブランディング化に必要な条件と

して、長期的・社会的資源が得られるか、実行性・実効性、永続性があるか、を吟味したうえで、

申請に至った。 

 

これまでの足育活動で明らかになったことは、以下のとおりである。 

（1）足に悩みのある人々が多くイベントには参加する。知識や安楽になる対策を求めている

が、地域住民の足の実態は把握されていない。 

⇒ 地域住民の足の実態を明らかにして、必要とされる足育教育、啓発活動の実施。 

（2）足に悩みのある人々のための相談業務 

 相談できる場所が少なく知識や安楽になる対策を求めている。 

⇒ トラブル予防と相談できる場所が少ない。ケアの提供、必要時は医療へつなぐこと、同 

 時に、トラブル予防、苦痛を除去するための非医療的ケアを提供できる人材育成が必要。 

（3）足の健康状態の把握ができる機器（フットプリンター）・シューズの開発 

・足の状態を正しく簡便に把握できる方法の開発、集団健診でのスクリーニング  

⇒ 集団で測定できるフットプリンター開発 【補助金申請：平成 28 年度長野県現場課題解   

決】 

 効果：従来のインク式のフットプリンターでは、足裏を転写しアウトラインを手で描写する作

業のため、１人当たりの所要時間は 5 分程度かかり、前屈になる実施者の腰背部への負担が
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大きかった。そこで、地域住民が集団で簡便に測定できるデジタル式フットプリンター（通

称「あしけん」フットプリンター）開発に着手した。平成 29 年 6 月に長野県現場課題解決

型医療・福祉機器開発支援事業として採択された。フットプリントは、足や靴への関心を高

め、足育の重要性を伝える。集団健診用で健康手帳のように、足の状態や足形の変化を記録

する、佐久大学発足の健診パッケージとして小中学校など教育機関や病院に提案できる。 

 ・看護職・介護職の足の健康を守るため、教育機関として、学生への足育教育を実施し、看護

職・介護職自身の足を守るための業務用シューズを開発したい。 

 

２）事業内容 

ブランディング研究事業のプロジェクトテーマの「健康長寿＜佐久＞を牽引する『足育（あし

いく）』研究プロジェクト」は平成 29 年度 看護学部および短大教員を含め職員も参加する全学

的な足の健康を守るための取り組みをしよう！として、足の健康に関する活動を開始した。活動

の柱は、足の健康に関する実態調査、調査成果に基づいた足育サポーター（人材育成）、ナースシ

ューズ開発・フットプリンター改良である（図 1）。 

   

        

       

    

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図１ ブランディング申請事業の概要 
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３）各年度の事業目標の計画  

 ブランディング申請時の事業目標の年度計画は表１の通りである。 

 

表 1 ブランディング研究事業申請時の年度目標・計画  

年度目標 足育教育プログラム開発 足育人材育成 フットプリンター・シューズ開発 

平成 29年度 （１）地域住民への足の健

康調査を実施し、足への関

心や足育の教育事業に関す

る本学への要望を把握す

る。 

 

（２）足育相談事業による

サポートセンター来所者

が抱える足トラブルの相

談内容を集約し、フットケ

アの人材育成に含むべき

教育内容を精選する。 

（３）看護職及び看護学生への足

の健康とナースシューズと関係

を分析し医療職・ケアワーカーが

働きやすいシューズについて検

討する。 

 

平成 30年度 （１）地域住民への足や爪

への関心を高め、足の健康

を維持するための教育プロ

グラムを検討する。 

（２）足の健康教育のため

の人財育成プログラムを

開発する。 

 

（３）看護職及び看護学生への足

のナースシューズの改善モデル

の検討を開始する 

平成 31年度

（ 令 和 元

年） 

（１）地域住民へ足の集団

検診と足育に関する教育プ

ログラムを用いて普及活動

を開始する。 

（２）医療介護に関わる専

門職者を対象に、足の観察

とケアができる「足の健康

サポーター」育成プログラ

ムを用いた研修会を開始

する。 

（３）医療職者用に改善したシュ

ーズの試作品の完成に向けた支

援を行う。 

 

 

 ４）学内の実施体制 

学長の下で、副学長、学部長を中心に本ブランディング事業を申請するためのコアメンバーの

会を立ち上げ、申請前から佐久市足育推進協議会、長野県工業技術総合センター、健康機器メー

カーなど、関係諸機関と調整し協力を依頼して計画を立案した。申請後、推進委員会は研究科

長、研究倫理審査委員長、研究支援室長、足育活動を牽引してきた教員等によって構成された。 

推進委員会は、ブランディング研究事業の推進にあたり、事業全体を統括し、学長の下に各研

究プロジェクトのＰＤＣＡサイクルを回していくことを目的として、 

・研究活動を行っている各グループの進捗状況や進行上の課題などの情報を共有し検討する。 

・全学的にブランディング事業への目的を共有し、教職員が参画できるように推進する役割を 

 担った。 

（１）進捗管理 ①グループの報告会の開催（学内・学外） 

        ②外部組織との連絡調整・連携活動 

          ③自己点検評価 

④学外者を交えての評価会議の開催 
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（２）調査結果の整理 

①本事業の成果の確認  

②共通のエビデンスを見いだす。 

（３）今後の事業方針の策定と確認 

事業の方向性の確認と課題の抽出を行う。 

・足の健康に関する実証データ、改善課題を分析し、教育プログラム作成へつなげる。 

・活動をまとめ、学会発表、論文投稿で成果を公表し情報を発信していく。 

  

採択決定後は、全学的な取り組みを開始するため、広く研究テーマやメンバーを募集した。看

護学部教員と短大教員の専門性を活かして、子ども、妊婦、看護学生、高齢者を対象にテーマを

掲げ、各自が選択したグループに所属して活動することとした。具体的には、橋本佳美プロジェ

クトリーダーの下で、各研究チームリーダが集まり、情報の共有化を図り外部発信がしやすい体

制とした。チーム活動記録やデータ集積などについて、情報の担当者をおいた（表２）。 

 

表２ 学内での実施体制  

会議 構成員 

佐久大学研究ブランディング事業推進委員会 

 

佐久大学学長   堀内ふき 

佐久大学副学長  佐藤嘉夫 

看護学研究科長  松下由美子 

◎看護学部長    坂江千寿子 

〇看護学部講師   宮原香里 

〇事務局長     秋山賢一 

研究倫理審査委員長 鶴岡章子 

研究支援室長   朴相俊 

事務局      染川功二 

保健室        花里由美子(2019 年委員長指名) 

プロジェクトグループ リーダー会議 ◎プロジェクトリーダー 橋本佳美 

 

 

テーマ別 

グループ

リーダー 

チーム 1：人材教育研修プログラム （高齢者チーム）〇細谷たき子 

（子どもチーム担当）〇橋本佳美、弓削美鈴  

情報：阿藤幸子 

チーム 2：ナースシューズの開発 インタビューチーム〇宮原香里 

アンケートチーム〇柿澤美奈子  

情報：塩入とも子 

チーム 3：妊婦の足と不快症状の関係 〇中田覚子  情報：中田覚子 

チーム 4：高齢者の立ち上がり 〇征矢野あや子 平成 31 年度より〇安川揚子 

 情報：朴相俊 

チーム 5：学生の足と靴の意識 〇二神真理子  

外部評価委員 公益財団法人身体教育医学研究所長 岡田真平氏 

長野県看護大学    看護学部長 渡辺みどり氏 
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グループリーダーの会議は、当初、推進員委員会と別に開催していたが、メンバーの重複もあ

り、2018 年 7 月 3 日以降、グループリーダーを含む拡大推進委員会として効率化を図って、各

グループ活動の進捗状況、予算や進行上の課題を共有し活動のサポートをめざした。会議開催の

概要は以下の通り（表３）。 

 

 

表３－１ 会議足育活動に関連した検討会の開催結果 

2017 年あしけんフットプリンター開発関連   

 2017 年（平成 29 年）5 月文部科学省私立大学研究ブランディング事業申請   

2017 年 

第 1 回  

第 2 回  

第 3 回  

第 4 回  

第 5 回  

第 6 回  

第 7 回  

 

4/18（月）13：00-14：30   

5/17（水）13：00-14：30  

6/14（水）13：00-14：30   

7/19（水）14：40-16：10   

8/23（水）13：00-14：30   

9/27（水）16：00-17：30   

10/25（水）16：00-17：30   

 

第 1 回会議  

第 2 回会議  

第 3 回会議  

第 4 回会議  

第 5 回会議  

第 6 回会議  

第 7 回会議  

 2017 年 11 月 文部科学省私立大学研究ブランディング事業採択  

2018 年 

 

2019 年 

 

12/6（水）17：30-18：30    

 7/6、11/9、12/26 

 

・ 1/23 、 2/5 、 2/14 、 3/6 、

3/27  

長野県関係者・機器開発者杉田氏との機器改良の合同会議  

 

杉田氏との意見交換、測定精度の向上の課題についての検討

他  

 

 

 

表３－２ 検討会開催状況  

回数  開催日時  議題  

第１回  2018（H30）年 4/18（水）9：00

－10：30 

活動計画等 外部評価委員 2 名  

第２回  4/24（火）9：00-10：30 推進チームの役割 

第３回  5/29（火）9：00－10：30   2018 年度全体計画案・チーム別の進捗状況、情報共有の方法について 

 6／4（月）12：10-13：00  チーム L 会議 以降は推進委員会の会議に含み合同開催  

第４回  7/3（火）9：00-10：30 リーダ会議との合同開催  

・キックオフ企画（佐久市のイベント参加）、全体像の図式化  

第５回  9/5（水）14：40－15:30   進捗状況の確認  

第６回  11/7（水）9：00-10：00 進捗状況の確認  

第７回  2019 年 1/9（水）9：00－10：00  進捗状況の確認  
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第８回  3/13（水）9：00-10：00  進捗状況の確認 開学祭企画  

 2019（令和 1）7/29（月）14：40

－16：30 

グループリーダー会議  

 3 月 28 日（木）13：30—14：30 ・第 1 回開学祭（ブランディング中間報告会）準備会議  

 

第９回  4/10（水）16：30－-17：30 第 1 回委員会   

 5/11（土）9：40－-12：30 ｛開学祭ブランディング研究事業中間発表会  外部評価｝  

第 10 回  8/26（月）14：30－-16：00 第 2 回委員会  

第 11 回  9/27（金）9：00－-10：00 第 3 回委員会  

第 12 回  12/6（金）9：00－-10：00 第 4 回委員会：活動報告  

第 13 回  2020（令和 2）1/10（金）9：00

－-10：00 

第 5 回委員会  

第 14 回  2/7 （金）9：00－-10：00 第 6 回委員会  

第 15 回  3/4 （水）10:00－-11:00 第 7 回委員会 外部評価  

第 16 回  4/3（金）13：00-14：00 第８回委員会 最終報告書、2020 年度活動方針  

 

 

 

２．事業の進捗状況と課題 

１）年度経過  

【平成 29 年度】 

2017 年 5 月、足育に関する専門的な知識の獲得と共有化を目指した活動を始め、11 月の採択

結果を受けて、学部・短大の教職員を含む全学的な研修会を開催した。多くは看護の知識を有す

る参加者であったが、改めて、足部の解剖、足と歩行のメカニズム、足と靴の見方、靴適合とト

ラブル発生の関係性などの基本的な知識を得て、認識を一新、衝撃を受けた。各自のフットプリ

ント採取、大学構内で履くサンダルや靴を見直し、学内での足育意識が日常的に浸透し始めた。

従来から行っていた、入学時の学生のフットプリント採取、学生のナースシューズの靴適合調

整、学生の意識調査等は継続し、学内での人材育成のため専門的な研修会派遣等を開始した。 

【平成 30 年度】 

2018 年 5/8（火）学部教員のブレインストーミングによる活動方針・内容の検討を行い、各自が

関心を持てるテーマに所属して（複数の所属を可とした）活動を開始した。 

テーマは大きく、小児看護学の教員を中心にした①子どもの足の実態調査や足育教育に関心を

持つグループ、②成人・高齢者用の足部状態の調査と健康教育プログラム開発グループ、③妊婦

グループ（妊婦の足と不快症状の関係）、④高齢者の足の状態と立ち上がり動作に関するグルー

プ、⑤ナースシューズ開発を視野に入れた看護職・介護職者の足と靴のグループ、⑥看護・介護

学生の足・靴の意識調査グループと別れて、調査を始めた（図２）。 
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図２ 佐久大学「健康長寿＜佐久＞を牽引する『足育（あしいく）』研究プロジェクト概要 

 

平成 30 年度の後半からテーマの確定、研究計画立案、倫理審査の受審を経て、多くの調査が

開始された。しかし、足に関する調査や活動を推進するためには、担当者自身の知識不足を解消

する必要があった。大学内の足育活動に携わった経験がある教職員は限定されていたため、足育

関連の専門家を招聘して学内の研修会を開催した。また、学外での研修会等へ教職員を派遣し、

核となるメンバーの足育に関する知識と技術の向上に努めた。その結果、調査時点での対象者

74 名中 63 名は、なんらかの足育研修に参加できたと回答、11 名が未回答・未受講者であった。 

 

【平成 31 年度/令和元年度】 

2019 年 5 月 11 日の開学祭にて、地域住民を含めた教職員、学生達へ足育の取り組みと 2 年間

のブランディング研究事業の中間報告を兼ねて、紹介する機会を設けた（資料１：ポスター、プ

ログラム） 

基調講演、チーム発表、ブランディング事業 2 年目のまとめ、3 年目の課題等であり、看護学

部紀要の第一号として足育（特集号）を発刊した（資料１：開催後のアンケート結果）。 

その後、チームで調査を進め、複数の学会や論文投稿で成果を報告している。また、公開講座

や地域住民主催の生き生きサロン等への小グループの場を活用した出前講座など、これまでに蓄

積した成果を活用した啓発活動を実施、小児の靴の履き方の DVD 制作、パンプレット作成によっ

て足や靴に関する調査成果を発信している。 

2020 年度は、これまでの 3 年間の活動で見えてきた、子どもから高齢者までの足の健康に関

する課題を整理して、大学がブランド化できるよう、さらなる展望を開く時期となる（図３） 

　平成29年度～平成31年度　文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」採択

　佐久大学「健康長寿（佐久）を牽引する「足育（あしいく）研究プロジェクト」概要

改良

佐久大学 足から始める健康づくり

調査研究：アンケートによる実態調査／あしけんフットプリンターによる足の把握 人財育成 教材作製知識の普及／啓発活動
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２）チーム別の活動経過と課題 

チーム活動の経過は人材育成、調査活動、シューズ等開発の活動に大別される。各チームの調

査活動、学内外での足育活動など、3 年間のブランディング・プロジェクトチームの活動内容につ

いて表３で概要を示した。 

 

【チーム１】 

子どもグループ 

2018 年の 9 月から 10 月にかけて幼児（168 名）、・小学生（129 名）の保護者、中学生（255

名）・高校生（130 名）に対して足と靴に関するアンケート調査を行った。その結果、子どもの

半数は適切に靴を履いていないことがわかった。足のトラブルはどの年代も 3 割以上に見られた

が、中学生、高校生の方が多く、多彩になっている。靴選びの優先順位は、中学生までは「足に

合っている」、高校生は「デザイン」が最も多く、中学生、高校生からは靴選びの優先順位には

男女差が出てきていることが明らかになった。足に関する健康教育については、幼児・小学生の

保護者は 8～9 割が興味をもっていた。中学生、高校生本人は、３割程度である。実際に足に関

する健康教育は、幼児は 26.2％、小学生 17.1％（いずれも保護者の回答）、中学生 8.5％、高校

生 1.9％（中学生高校生は本人が解答）しか受けていなかった。 

2019 年度は、アンケートの結果から、靴の履き方、選び方についてできるだけ早期に保護者

と子ども双方に教育が必要であること、子どもは成長発達に合わせ、靴を履く場面が多様化して

いくこと、運動量が増えていくことなどから、用途に合った靴選びや履き方など発達段階にあっ

た教育も必要であることが分かった。そのため、①子どもの成長発達に合わせた健康教育プログ

ラムの作成（資料：足と靴の健康教育方法案に示す）、保護者の理解と同時に子どもに関わる教

育者などにも子どもの足と靴についての理解を得るために、②幼児、小学生とその保護者向けに

足と靴の健康教育の教材「健やかに育つ子どもの足と靴」のリーフレットおよび足育動画「ぼく

もわたしもじょうずにはけるよ」を作成した。 

＜今後の課題＞ 

2020 年 3 月時点では、作成した教材を使って、子ども、保護者、子どもに関わる教育者に対

して、子どもの成長発達にあった健康教育プログラムを実施し、その効果を見ることが課題とし

て残されている。 

 

成人・高齢者グループ 

一般成人・高齢者の足の健康の意識を高める啓発活動を企画するために、実態調査を実施する。

地域住民を対象とした教育ニーズの明確化に貢献できる情報を収集した。 

 2018 年は、ぞっこんさく市にて、200 名の成人・高齢者のデータを収集した。調査は①足の健

康に関する自記式アンケート調査、②看護師による足のトラブルの観察、③あしけんフォトプリ

ンターによる足裏を撮影した。女性 120 名、男性 77 名、不明 3 名で分析対象を 197 名とした。観

察結果で最も多いトラブルは、かかとの乾燥 131 名、巻爪 111 名、爪の変形・肥厚 105 名であっ

た。あしけんフォトプリンターと観察結果の「たこ」有と比較し、どのタイプの映像が最も明確

にわかるのかを検討した。 
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2019 年度の課題は、・佐久大学看護研究雑誌への投稿論文の作成。・調査結果に基づいた、一般

成人・高齢者を対象とする「あしいく健康教育プログラム」の企画と実施計画の立案。・介護老人

保健施設の利用者を対象とした調査の実施と調査結果の分析および、介護老人保健施設における

ケア提供者へのあしの健康に関する情報提供の実施である。 

2019 年の健康教育に関しては、地域の住民が主体となって活動するサロンの参加者 15 名を対

象に足の健康教育を実施し、足爪の切り方の理解や趾の運動、清潔の必要性に対する理解が促進

された評価を得た。また高齢者大学の参加者を対象とした集団健康教育「あしの健康」を企画・

実施し、実施後の評価では前記の内容に加えて起こりやすい足のトラブル、転倒予防のための足

のケア、靴購入の際に気を付けること等の理解が深まったとの結果を得た。 

佐久大学看護研究雑誌へ投稿した論文は、2019 年 12 巻 1 号に掲載された。介護老人保健施設

利用者の 30 名の足の状況およびトラブルに関するデータを収集した。今後 2020 年度にむけての

課題は、介護老人保健施設利用者のデータを分析して現場へフィードバックし施設介護者へ情報

提供をすること、論文投稿の準備、および地域住民への健康教育を継続できる人材の育成を考慮

していくことである。 

＜今後の課題＞ 

今後 2020 年度にむけての課題は、介護老人保健施設利用者のデータを分析して現場へフィー

ドバックし施設介護者へ情報提供をすること、また、地域住民への健康教育を継続できる人材の

育成を考慮していくことである 

 

 

【チーム２】 

 安全で快適な業務用シューズ開発の基礎資料を得るために、ナースとケアワーカーが認識して

いる、自身の足の健康、履いている業務用シューズへの要望や感想を明らかにするための調査を

企画実施した。アンケートの調査グループとインタビュー調査のグループに分かれて活動した。 

 アンケート調査では支給された靴があっても履いていない看護師が半数おり、購入のニーズや

履き心地に満足できていないことが明らかになった。カタログ販売に焦点を当てた市場調査を行

い、安価で使い捨て感覚のシューズが多いこと、足を守る構造と機能を備えたナースシューズは

皆無といってよいことが明らかになった。  

インタビュー調査では看護師が認識している自身の足の健康への関心や現在履いている業務用

シューズへの関心および期待を明らかにする目的で看護師 6 名を対象にグループインタビューを

行った。内容分析の結果、【看護師がかかえる足のトラブルと対応】【ナースシューズに対する認

識】【ナースシューズの選び方・買い方】の 3 つの分類と 16 のカテゴリーが抽出された。ナース

シューズはもともと不潔扱いであることや靴に関する情報不足により、より安価なものを自前で

購入し、汚れたら捨てるという行動をとっていた。更に靴の機能性よりも脱ぎ履きしやすいとい

う利便性を重視していた。 

＜今後の課題＞ 

安全で快適な業務用シューズ開発を検討するためには、日本のこれまでの靴の製造販売の歴史

的背景を考慮しながら、看護職や介護職者が求めたいシューズの構造や機能を提案していく力が
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必要であり、シューズ改良の実現に向けた協力業者を探すことも課題であり、メーカーとの共同

開発の方策を模索中である。 

今後、専門職業人として、安全性と安楽性、機能性を担保するための「ナースシューズ」の位

置づけを明確にして、看護学の基礎教育レベルから、個人のシューズ選定に必要な足育の知識提

供が重要である。また、実際の勤務先で、看護師が足の健康トラブルがなく、ナースシューズを

履き続けるためには、看護師個人への働き掛けと看護師の足の健康を守るための組織としての支

援のあり方が課題となった。 

 

 

【チーム３】 

本研究は、妊婦の足型と常用靴の実態および足型と妊娠中の不快症状の関連を明らかにし、今

後の支援の方向性を検討するための基礎的資料を提供することを目的とした。妊婦健康診査の受

診または両親学級への参加を目的として来所した妊婦(切迫流産・切迫早産の診断を受けている

者や通常よりも腹部緊満感を自覚している妊婦は除外)178 名に研究協力を依頼し、113 名より同

意を得た(63.5%)。同意が得られた妊婦に対し、妊娠中の不快症状や常用靴について問う自記式

質問紙調査、足裏測定装置による足型測定、FOOT GAUGE 及びメジャーによる足長・足幅・足囲

測定を実施した。質問紙への未記入があった 5 名を除外し、113 名 (有効回答率 63.5%) のデー

タを分析した。その結果、77.9%の妊婦が踵部分を覆う靴を、18.6%の妊婦がサンダルを常用靴と

しており、妊娠判明後に 3 ㎝以上のヒールがある靴を履いている者はいないことが明らかとなっ

た。また、49.6%の妊婦に足型異常があり、浮き趾が最も多い足型異常であること、浮き趾があ

る者は浮き趾がない者と比べ、足がつりやすいことが明らかとなった。 

＜今後の課題＞ 

本研究結果に地域性が影響している可能性は否めない。また、本研究は横断的研究であり、非

妊娠時からの影響を排除することができていない。今後は、地域性や非妊娠時からの影響も踏ま

え検討していく余地がある。 

また、現在行われている妊娠中の靴に関する一般的な保健指導内容は、ヒールの高さに焦点が

あたりやすい傾向がある。“踵が安定する靴”という視点を指導内容に追加していく必要がある

と考える。 

 

 

【チーム４】 

平成 31-34 年度の科学研究費補助金基盤研究（C）へ応募「軽度要介護者の起立動作と看護支

援」して採択された。2019 年度はチーム 1 と共同して「老人保健施設利用者の足の健康状態と

起立能力」を計画した。虚弱高齢者である介護老人保健施設の利用者のうち、自力で立位がとれ

る高齢者を対象に、足の状態と椅子からの起立能力との関連を明らかにすることを目的に調査を

行った。研究協力者 30 名の平均年齢は 88.2±6.0 歳で、起立動作と足の健康状態との有意な関

連は見いだされなかった。これは本当に関連がなかった可能性と測定方法の信頼性の課題による

誤差の可能性も考えられる。 
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＜今後の課題＞ 

測定方法の精度を高める方法を検討したうえで 2020 年度以降は科学研究費補助金基盤研究（C）

としていく。同一被検者に各種の座位条件、立位補助具、声掛け方法等による立位動作の変化を

検討していく予定である。 

 

 

【チーム５】 

ブランディング事業採択前に実施した佐久大学看護学部に入学してきた学生の靴と足の健康に

ついての新入生 98 名に対して行った調査では、自分の足や靴に関心がある学生は 60 人

（63.8％）であり、デザインよりも機能性を重視した靴選びをしている学生は 48 人（51.0％）

と半数に満たなかった。この調査における対象は看護学部に限定されていたため、対象を医療・

福祉系の学生 160 名に広げ無記名自記式質問紙調査を行った。本調査では、足のトラブルと靴の

履き方、選び方に関連した要因を検討し、足の健康教育プログラムへの示唆を得ることを目的と

し、回答した 137 名を分析した。その結果、足にトラブルがある学生は 94 名（68.6％）、トラブ

ル件数は延べ 154 件であった。足のトラブルの有無を従属変数としたロジスティック回帰分析の

結果、足のトラブルを予防するためは、足長・足幅が合った紐靴を選び、靴紐を緩めて締め直す

ことが重要であることが示唆された。これまでに得られた知見をもとに学生を対象とした健康教

育プログラムについて検討し、学内における実習靴選定の際に足の健康教育を実施した。これに

より、自分自身の足を守る健康生活が送れるセルフケア能力の向上と、他者の足や靴への関心が

持てる基本的な知識と態度の育成の一助となることを目指した。 

今後は、足の健康を維持する上で必要な知識や技術について、教育の機会を計画していく。 

＜今後の課題＞ 

入学生の足の状態把握、実習靴選定、フィッティングにより健康教育の機会を持ち、全学生の

意識向上に努める。 

看護学部学生として、また短大の子ども福祉コースでも新カリキュラムにおいては正規科目に

位置づけて、足の健康を意識できる看護職・介護職・保育士育成のための教育内容の精選、教材

開発に入る予定である。 
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表４ 事業目標ごとのチーム活動と評価 

実績 足育教育プログラム開発 足育人材育成 フットプリンター・シューズ開発 

・講習会

開催 

・学会発

表等 

１）地域住民への啓発活動 

チーム１ こどもグループ 

      高齢者グループ 

チーム３ 妊婦グループ 

チーム４  高齢者の立ち上がり

（2019 年度より科研費による継

続研究へ移行） 

２）S 小学校足の集団健診活動 

３）各種・講習会、公開講座開催 

１）「足の健康サポーター」育成を担

当できる学内教職員の研修会開催 

２）足育サポートセンター相談業務 

３）足のトラブルを解消するための

ボランティアによる「佐久大学足の

保健室」開設 実施概要、利用者等は

別紙参照 

１）シューズ開発チーム２ 

看護職者・介護職者への業務用シュー

ズのアンケート調査 

看護者へのインタビュー調査 

２）チーム５ 学生のシューズへの認

識調査  

３）シューズ開発のためのメーカーと

の協議（継続中） 

４）フットプリンター改良 

評価 

【A】予定

以上 

【B】予定

通り 

【C】予定

以下 

実態調査に基づいて問題点を整

理し、必要な知識を含めた子ども

用 DVD の作成、HP への掲載、パン

フレット作製配布を行い、各種講

習会等での啓発活動により、情報

発信はできてきた。自己評価は

【B】 

学内教職員の人材育成は【B】 

足育サポートセンター相談業務は

増加し、認知されてきたため【A】 

試行で始めた「佐久大学足の保健

室」は予想以上の利用【A】  

地域住民の足健康サポーター育成

の事業は未着手【C】 

シューズに関する認識の実態調査は

【B】 

シューズ開発は今後の方向性が未決定

【C/保留】 

フットプリンターは小学校で集団に使

用できた。読影者の育成、分析基準設

定・オート化、精度が課題【B】 

2020 年課

題 

 

 

 

・地域住民による足健康サポータ

ー育成は 2020 年度へ引き継ぐ（元

気づくり支援金申請済） 

 

・大学としての教育内容への取り

込み、カリキュラム上での開講科

目としての教育の強化が課題 

地域住民による足トラブルケアの

足健康サポーター育成は 2021 年度

元気づくり支援金申請 

「佐久大学足の保健室」継続し、足

のトラブルへの介入実証事業（2020

年佐久市よりの業務委託事業予定） 

2019 年 9 月にシューズメーカーとの協

議を開始・継続 

フットプリンターの改良、小児用カバ

ー仕様開発等 

AI 化へ向けたデータ蓄積と準備 
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表５-1  3 年間の研究ブランディング・プロジェクトチーム活動概要   

 

 

 

 

こどもチーム
弓削・橋本

成人・高齢者チーム

2017年
7月

あしけん　県補助金
採択

8月 キックオフフォーラム
講師塩之谷香

11月
ブランディング事業
採択

2018年
1月2月

あしけん　ルッツ先
生講習会①②

2018年
3月まで

県補助金
あしけん足裏測定機
特許申請

4月 ・1年生　フットプリ
ント採取
・シューズフィッテ
ング　配布

4/18（水）　9：
00-10：30　第1
回会議
4/24（火）9：
00-10：30　第2
回会議

新事務局体
制
データ収集
分析

小児靴学研究会
JAGSS研修会
4/15　4/16

5月 5/8（火）ブレインストー
ミング　チームの目標
2年間の方向性

5/8 (火)　ブレインス
トーミング

5/8（火）　ブレインス
トーミング

相談事業の
データ分析

知識の獲得と共有
化

・別科生、短大生、
学部4年生　フット
プリント採取
・上記学生+1年生
へシューズフィッテ
ング　配布

5/29（火）900-
10：30　第3回
会議
チーム進捗状
況・2018全体
計画案

5/15（火）13：30-14：30
２つの調査の目的・調
査方法　知識の獲得
5/23（火）　2つの調査
の方侯性確認　担当者
等

データ収集方法の検
討
：測定機器の選定、調
査手順の確認

調査施設への研究協
力依頼実施

測定機器の選定：運動
機能分析装置
ケアサポートみまきへ
の見学を計画

6月

研究計画書作成　調
査内容・方法の検討

6/5（火）10：30-あし
けんフォトプリンター
の紹介　チーム3で
活用
普及説明会

チームL会議
6／4（月）12：
10-13：00
・8月までス
タートパンフ
作成
・キックオフ企
画
・HP広報B事
業担当

①アンケート調査
（チーム2-1）：
坂江・松下・佐藤・柿
澤・森本・三池・塩入
②FGI（チーム2-2）・
モニターによる評価
調査：宮原・　吉川・
鈴木・吉岡・髙木・篠
﨑・関口

中田　湯本　吉田　櫻
井　上原　竹内

6/27 (水) 倫理審査

6／29 (金) 時点
研究協力への内諾
：長野市内の2クリニッ
クおよび小諸市

征矢野　水野　安川
朴　中嶋　小野　内山

4年生、別科生、短大生
対象の追加実態調査
6/11　倫理審査申請（二
神）

データの公
表について
足行き推進
協議会での
検討・承認
を得る

6/18小児靴学研究
会（JAGSS）研修教
職員向け第1回伝達
講習　橋本・阿藤

推進委員会
へ統合

・6/11（月）霜田会長に
よる学生のシューズ選
定相談
・6/12（火）13：30-14：
30　シューズメーカー
による勉強会①　ミズノ
・6/26（火）勉強会②
アキレス
・チーム２-2会議
6/27（水）17：00-18：40
計画書、アンケート、倫
理審査用紙

文献検討 文献検討

7月 倫理審査

7/6　特許登録
足裏測定機
特許番号
特許6364139号

図書館へ「足の医
学」の購読希望

7/11チーム2-1
倫理委員会へ計画書
提出
7/25 チーム2-1 会議
アンケートの対象施設
の選定、協力依頼、郵
送等調査方法

7/24 (火)
長野市内Aクリニック
へ正式依頼

7/26 (木)
長野市内Bクリニック
へ正式依頼

7/31(火)　ケアサポー
トみまきへ見学・意見
交換

小児靴学研究会
JAGSS研修会
7/16　7/17

8月 調査スタート 8/6（月）　ルッツ先
生教職員向けセミ
ナー
※教職員補助者

8/10　足育アドバイ
ザー養成講座受講
伝達講習会　中田覚
子

8/1,9 調査内容再
検討、調査日程検
討

8/10
倫理委員会再審
査
承認

8/21日（火）14：00
：機器の扱い、8/23
（木）16：30手順リ
ハーサル
調査開始

8/3　チーム２-1会議
8/27　チーム2-1会議
アンケート実施計画担
当他

8/2 (木)
測定機器の使用方法
の確認、手順の確認

8/7 (火)
小諸市へ正式依頼

8/20 (月)
データ収集開始

8/9、8/31実習靴配布時
に、正しい履き方教育を
実施

8/5　ルッツ先生
教員免許状更新
講習　（2200教
室）

9月 アンケート調査協
力依頼と実施日程
の調整

9/25　調査前準備
と確認

9/28　第一回
幼稚園調査

9/14佐久商工会議
所からぞっこん佐久
市における調査実
施承諾得る
9/19調査リハーサ
ル

チーム2-1　アンケート
調査：足の健康への関
心度や、現在履いてい
る業務用シューズへの
感想や改善への要望。
調査方法：首都圏・地
方都市・郡部の看護
師・ケアワーカー
人数：看護師600名、ケ
アワーカー600名

佐久大学看護研究雑誌
（11巻1号）に論文投稿
（宮原）

9/27実習靴配布時に、正
しい履き方教育を実施

小児靴学研究会
JAGSS研修会
9/8
9/12,13　卒業前
講座
キックオフセミ
ナー
または成果報告
会

10月 １０/6.7さく市
10/12,13　卒業前講
座　※教職員補助者
10/20.21　大学祭
10/27　さく市民の集
いにて講演会（キッ
クオフ）

10/2,9,12
保育園、小学校、
中学校、高校の第
1回調査
10/5,9,16,18,19
調査用紙回収

10/26　調査状況
共有

10/4　調査リハーサ
ル
10/6.7ぞっこんさく
市調査

10/4チーム2-2会議
倫理審査に向けて
10/24チーム2-2会議
倫理審査提出書類完
成、役割分担
10月～1月　チーム2-2
看護部長への研究依
頼のため訪問送付先
決定

科研申請の準備

足育サポー
トセンター

その他

H28-31：足育ナース
シューズ研究倫理審査承
認済　16-004　（宮原）

7/3（火）9：00-10：30　第4回
会議

チーム報告
キックオフ企画は佐久市のイ
ベントへ参加する形で実施

全体像見えるよう、チームごと
の目標・実施内容の各々の関

係性を図式化する

チーム２ナースシュー
ズの開発：宮原
情報：塩入

チーム３　妊婦の足と
不快症状の関係：中田

チーム４　高齢者の立
ち上がり：征矢野
情報：朴

チーム５　学生シューズ
調査　6/5追加

月/
 チーム

スケジュール 全体企画・研修会等 ブランディング
推進委員会：
坂江

チームL会議：
橋本

情報共有のた
めにone
drriveにフォル
ダーを作成

チーム１
人材教育研修プログラム：細谷
情報：阿藤

7/11　倫理委員会へ計画書提出

5/8（火）　ブレインストーミング

5/24　リーダー会議
　　　　今後の計画について
　　　　およその調査内容
　　　　今後の計画

6/6　チーム会議
　　　今後の調査等の分担
　　　調査計画
　　　対象者、地域等の選択

6／8
3グループ編成
子ども①幼児・小学生　〇橋本、鈴木千
衣、
柴田（真）、小林、小山
②中高生　阿藤、〇弓削、八尋、二神、
柳澤、三池
おとな③成人・高齢者　〇細谷、束田、
鶴岡、上野、依田、宮澤、菊池、関本
6/28
 幼児小学生、中高生グループ（G）及び
成人・高齢者Gの各調査・研究計画の
進捗状況について情報交換　7月倫理
審査委員会への提出を目的とする

9/5（水）14：40-　ブランディン
グリーダー会
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表５-2 

 

 

 

 

11月 あしけんフットプリン
ター開発　県記者会
見
中央日本４県サミット

次回調査準備 調査データ入力 科研申請

12月 データ収集分析 12/25　状況確認
2回目調査準備
文献検索

調査データ分析
12/25　チーム4と老
健施設共同調査打
ち合わせ、分析結
果の共有

12/25 チーム2-1会議
回収503部　分析中

12/25（火）
・チーム1と共同調査
の打ち合わせ
・老健利用者の足の健
康状態と立ち上がりの
研究　研究計画

小児靴学研究会
JAGSS研修会
11/16　11/17

2019年
1月

1/7,11,16
幼、小、中、高校
の第2回調査
1/16,18,22,23
調査用紙回収

1/9　チーム2-2会議
インタビュー当日の役
割分担
1/22チーム2-1会議
アンケートデータ分析・
論文化・学会演題登録
準備

・研究協力施設の検討
1/24（木）施設への協
力依頼

2月
j情報発信
学会発表準備

調査結果分析とま
とめ　共有
次年度準備

2/16　チーム2-2
インタビュー当日（予備
日2/17）

老健利用者の足の健
康状態と立ち上がりの
研究　倫理審査

小児靴学研究会
JAGSS研修会
2/15　2/16

3月 2018年度
チームごとの活動内
容、まとめ、推進
2019年度の活動計
画、2020年度3月の
目標

足裏写真と足のトラ
ブル観察結果と、足
指の曲り、内反拇
趾、外反小趾、胼胝
等の照合、検討

3/7 チーム2-1　カタロ
グ分析開始
3/11チーム2-2　分析
①

データ収集終了
(全17回)

3/19（火）　協力施設と
の打ち合わせ

分析終了　公表

2019年
4月

4/11　会議 日本看護学会ヘル
スプロモーション学
術集会に演題登録

4/3チーム2-2分析②
4/9チーム2-1会議
4/20チーム2-2分析③

データ分析 メンバー加入（唐澤
藤井）
科研採択(研究代表
者：征矢野）

4/11、4/12、4/15　新入
生の足型採寸、実習靴
フィッティング

小児靴学研究会
JAGSS研修会

5月 成果の蓄積・発
表・発信

5/9　会議 佐久大学看護研究
雑誌に研究報告と
して論文投稿

開学祭：経過報告
（チーム2-1・2）
紀要第1号投稿（チー
ム2-1）

学会発表演題登録 5/11（土）開学祭：経
過報告

5/11開学祭各プ
ロジェクトチーム
経過報告および
高山先生後援会

6月 6/11会議
6/22小児保健協
会　学会発表　幼
児/小学生/中学
生/高校生（4題）

6/27チーム2-2分析④ 足の保健室ス
タート
ＪＰポドロジー研
修参加　安川、
二神

7月 立ち上がりチームと
施設の打ち合わ
せ、老健施設調査
の準備

7/8（月）協力施設との
打ち合わせ

論文作成投稿準備：二神

8月
8/21（火）22（水）　足
育アドバイザー養成
講座受講伝達講習
会　三池克明　33名
参加

8/1　会議

8/30　会議
健康教育プログラ
ムの検討

立ち上がりチームと
老健施設共同調査
実施
データ入力
住民対象の健康教
育準備、9/10、
12/3、12/14に実施
予定

8/9チーム2-1会議
8/29チーム2-2分析⑤

データ収集 (8/5-8/9) 紀要1号投稿 8/11　ルッツ先
生教員免許状更
新講習　（2200
教室）
Ｓ小学校全児童
の足の健診実施

9月 科研費・補助金申請
準備

看護協会　ＨＰ学会
での企業展示開催
フットプリント採取
整形外科靴マイス
ターによる足靴相談
会

幼児の靴の履き方
ビデオ作成準備

9/20日本看護学会
ヘルスプロモーショ
ン学術集会にて演
題発表
9/10高齢者大学院
参加者を対象に健
康教育「足の健康」
を実施

9/17（火）　シューズ
メーカーとのナース
シューズ開発・改良に
関する話し合い
9/19・20　長野市ヘル
スプロモーション（看護
学会）　企業展示参加
（坂江、武田、内山、柳
澤、森本、染川、ベー
レルッツ氏、ベーレ操
氏、宮原）（チーム2）示
説発表・論文投稿
（チーム2-1）

紀要第2号への論文投
稿準備

データ分析 9/20ヘルスプロモーショ
ン学会　発表：二神

実習靴配布時に、正しい
履き方教育を実施

4年生卒業前講
座
9/11,12ルッツ先
生
9/7　実践講座プ
ログラム
9/28　公開講座

10月 科研費（基盤C)申請 子どもの靴の履き
方リーフレット作成
作業

紀要第2号投稿（チー
ム2-2）
看護管理（看護学会）
示説発表（チーム2-1）

紀要第２号投稿 データ分析

11月 子どもの靴の履き
方ビデオ作製作業

11/13（水）シューズ
メーカーとナース
シューズ開発・改良に
関する話し合い（東京）

11/9（土）京都で打合
せ（データ分析、研究
方法の見直しと課題
検討）

佐久大学看護研究雑誌
（12巻1号）に論文掲載
（看護・福祉系学生）

12月 12/25　教員連絡会
日独小児靴学研究
会（JAGSS）研修教
職員向け伝達講習
宮原

12/14佐久大学公
開講座にて「足の
健康づくり」講演

12/3いきいきサロン
にて出張健康教育
実施
12/14佐久大学公
開講座にて「足の健
康づくり」講演

12/1 (日)
日本看護科学学会学
術集会　示説発表

1月 ヘルスプロモーション
（看護学会）投稿受理
（チーム2-1）

2月 元気づくり支援金申
請
佐久市委託事業申
請
報告書作成

子どもの靴の履き
方リーフレットおよ
びビデオ完成
ビデオを大学HPに
掲載

第6回世界看護科学学
会学術集会（The 6th
WANS）示説発表（チー
ム2-1）

小児靴学研究会
JAGSS研修会

3月 まとめ　報告書発刊
2020年度活動準備

推進委員会会議　外
部評価

3/8　佐久市民の日
足育ミニ講座（三
池、菊池、坂江）　中
止

紀要第2号　論文
掲載予定（幼児、
高校生）

老健施設のデータ
検討予定

3/12（木）シューズメー
カーとナースシューズ
開発・改良に関する話
し合い
改良のための、新モデ
ルシューズ教員モニ
ター募集

紀要第2号　論文掲載
予定

今後の研究打ち合わ
せ
3/10(火)：チームC
3/13(金)：チームA
3/16(月)：チームB

次年度新入生の足型採
寸、実習靴フィッティング
準備

12/14（土）公開
講座「あしの健
康づくり」チーム
１　コメンテー
ター内田みさ子
氏

12/6　第4回ブランディング推
進委員会：各グループの今年
度の活動報告

1/10　第5回ブランディング推
進委員会：最終報告書につい
て、次年度の予定

2/7　第6回ブランディング推進
委員会：次年度の予定
報告会及び外部評価に向け
ての準備について

8/29　第3回ブランディング推
進員会
次年度の活動に向けて

11/16　公開講
座

11/7（水）9：00-10：00
ブランディングリーダー会議

情報共有のため、グループ
ウェアの共有書庫にブラン
ディングのフォルダーを作成
徐々にデータを移していく

1/9（水）9：00-10：00
ブランディングリーダー会議

中間評価
外部評価者との会議

3/13　ブランディング推進員会
各グループの活動報告、書く
事業の報告、開学祭について
検討

7/29　第1回ブランディング
リーダー会議
各グループの進捗状況報告

4/10　ブランディング推進委員
会　開学祭の準備について、
紀要への報告について
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３）広報活動 

・広報のシンボルとしての佐久大学足育マークの考案と商標登録 

       クリヤファイル、布製バック、テント他のデザインに活用されている。 

 

・平成 29 年（2017 年）11 月にブランディング事業が採択されて、足育を行う看護学部、地域連

携事業に積極的な大学として、足育推進協議会を通じた足育サポートセンターの視察、佐久ケー

ブル TV などからの取材等が増加した。 

 

 

・平成 30 年（2018 年）10 月 第 14 回健康づくり佐久市民の集い 於：佐久市民交流センター 

私立大学研究ブランディング事業キックオフ講演を開催した。 

テーマ「佐久大学発！足から始める健康つくり あなたの足は大丈夫？」  

 

・2018 年 11 月 9 日 長野県知事会見   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿部知事と堀内学長 

 

・2018 年 11 月 あしけんフットプリンター開発 長野県庁内での記者発表 
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・2018 年 11 月 12 日 佐久大学 第 5 回中央日本四県サミット体験活動 
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・2019 年 9 月 19 日、20 日  日本看護協会主催ヘルスプロモーション学会での企業展示 

於：長野市ホクト文化ホール 

 

フットプリント採取・整形外科靴マイスターによる足靴相談会  

学会の参加者である看護職者はもちろん、展示の企業にかかわるビジネスマンまで、多数の来場

があり大盛況となった。計測と相談を受けた方の多くは、足の悩みを抱えていながら勤務を続け

ていたことが明らかになり、日本における靴の選び方や履き方などの基本事項に関する教育の不

足を実感した 2 日間であった。本学の足育活動の意義を再確認できた貴重な機会ともいえる。 
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4)人材育成とその成果 

 足育に関するチーム活動を推進するためには、基礎的な知識・技術の獲得が課題であった。ドイツ

人であるベーレ・ルッツ氏を客員教授に迎えることができ、全学的に教職員の研修を開催し、専門的

な知識を獲得でき、普及活動ができる人材を養成している。また、学生への講義や、教員免許状更新

講習も企画し、幅広く足育講座を開くことによって、受講生の広がりと、講義補助者としての教職員

のスキルを培うことを並行して実施した。 

 

表６ 人材育成の実績 

日時  人材育成研修 参加者等  

2018 年 1 月  

2 月  

あしけん ルッツ先生講習会① 

あしけん ルッツ先生講習会② 

6/18（月） 小児靴学研究会（JAGSS）研修教職員向け第 1 回伝達講習 橋本佳美・阿藤幸子  

7/8（日） フットプリントオーダーメイド研修  

8/6（月）  ルッツ先生による教員免許状更新講習会開催  教職員補助者  

8/10（金）  日本足育プロジェクト協会  足育アドバイザー®講座受講伝達講習会  中田覚子  

 10/12,13 卒業前講座 ※教職員補助者  

2019 年 3 月  2018 年 12 月 JP Podoiogie べーシック、アドバンスフットケア講習会  花里由美子  

8/11（日） ルッツ先生による教員免許状更新講習会開催  教職員補助者  

2019 年 8/21（火）22（水） 足育アドバイザー養成講座受講伝達講習会  三池克明  

 9/11.9/12 卒業前講座 ※教職員補助者  

これまでの研修者  

 

日独小児足靴研究会 JAGSS（研修中）   4 名  

日本足育プロジェクト協会  足育アドバイザー®講座  2 名  

ＪＰポドロジー ベーシック   4 名  

アドバンス    2 名  

プロフェッショナル 1 名  

非医療的巻き爪治療  ＯＲＡ Spange   1 名  

2018 年度調査結果  足育関係講習会参加済み 51 人 未受講 24 人、未回答 19 人  

 

 

2018 年以降は、複数の教職員が地域からの要望に応えて、さまざまな知識技術の普及に努め

ることができた。2019 年は、チームでの研究活動の一環として住民の足の健康診断や出前講座

などを担当し、講師としての役割を果たしてきた。以下はその概要である。 

 

 

【講師派遣等】  

・2018 年 8 月  浅科小学校 PTA 衛生委員会の研修会 

・2018 年 10 月 さく市民の集いにて講演会（キックオフ） 

・2018 年 10/20.21 大学祭参加者のフットプリント採取、ミニカウンセリング、足育講座 
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・2019 年 3 月   立科町足育イベント「親子でてくてく・おっとっと」講演会 

足裏測定・足型アート  

・2019 年 3 月   佐久市民の日 参加者のフットプリント採取、ミニカウンセリング、足育講座   

・2019 年 3 月  短大生卒業前足育講座 学生の足に関する調査結果公表、足と靴に関する健康教育 

・2019 年 10 月   長野県高校教職員女性上小支部 「足から始める健康つくり 見直そう！足と靴」 

・2019 年 12 月  いきいきサロンにて出前講座、足の健康教育、爪の切り方、趾の運動、清潔 

・2019 年 9 月  佐久大学高齢者大学大学院講座「あしの健康」、転倒予防や靴購入時の注意など 

・2020 年 3 月   短大生卒業前足育講座 足と靴に関する健康教育 

 

その他  

・2018 年 10 月 ぞっこんさく市でのフットプリント採取・足に関する調査 

・2018 年 6 月 あしけんフォトプリンターの紹介 チーム 3 でデータ収集 

・毎年の入学生（看護学部、別科助産、短期大学部）へに対するフットプリント採取、ナースシュー

ズ選定、足型トラブルのある学生のスクリーニング・個別のシューズ選定とインソール調整等の対

応 ほか 
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表７ 佐久大学における足育活動経過表 

 年 項目 

ブランデ

ィング研

究事業

採択前  

2014 年（H26 年） 佐久市足育推進協議会発足  佐久大学足育サポートセンター開所  

2016 年（H28 年）8 月 ・学生の実習中の足の疲労に注目し、ナースシューズの個別選定を開始。フットプリント採

取、ドイツ整形外科靴マイスターべーレ・ルッツ氏によるフィッティング場面をプレス公開  

・不適合者のインソール調整、日本製ナースシューズの問題の明確化   

2016 年（Ｈ28）10 月 平成 28 年「文部科学省私立大学研究ブランディング研究事業」申請、不採択  

2017 年（H29 年）6 月 

 

・29 年度 長野県現場課題解決型・福祉機器開発支援事業補助金「集団健診用足測定

器の開発」申請し採択  通称：あしけんフットプリンター 

2017 年（H29 年）8 月 

 

・あしけんフットプリンター開発事業キックオフフォーラム  

講師 塩之谷整形外科副院長  塩之谷香氏「元気に歩き続けるための足と靴」 

1 年目 

 

2017 年（Ｈ29）5 月～10 月 平成 29 年～31 年度「文部科学省私立大学研究ブランディング研究事業」申請、10 月採  

2017 年（H29）８月 （2017 年日本看護研究学会） 

ナースシューズの靴底摩耗や歩行状態の関係  ○宮原香里、吉田和美  

看護師のナースシューズ底の摩耗が歩容に及ぼす影響  ○吉田和美、宮原香里  

2017 年（H29）11 月 足育推進協議会を通じた足育サポートセンターの視察、取材等の増加 

2018 年（H30 年）3 月 

 

・29 年度 長野県現場課題解決型・福祉機器開発支援事業補助金「集団健診用足測定

器試作品完成」あしけんフットプリンターの使用開始  

2 年目 

 

 

 

 

 

2018 年（Ｈ29）4 月 

 

長野県が公募した現場課題解決型機器開発事業継続フットプリンターの開発、試作第 1

号機、改良型に取り組む（共同開発者システムクラフト杉田亨氏） 

2018 年（H30）7 月 あしけんフットプリンター特許第 6364139 号 取得 

2018 年    10 月  

11 月 

11 月 

・第 14 回健康づくり佐久市民の集いブランディング事業キックオフ講演  

・長野県知事・学長の記者会見  あしけんフットプリンター開発発表   

・第 5 回中央日本四県サミット体験活動  

 

 

3 年目 

 

2019 年（R1）5 月 ・開学祭  ブランディング中間報告会   

基調講演：一般社団法人足育研究会代表理事高山かおる氏足のトラブルとセルフケア   

2019 年（R1）5 月 ・足の保健室スタート 

・長野県げんきづくり支援金採択   あしけんフットプリンター5 台  

2019 年（R1）9 月 ・日本看護協会主催ヘルスプロモーション学会での企業展示  

整形外科靴マイスターによる足靴相談会  フットプリント採取  参加者 141 名 

2019 年（R1） 11 月 ・佐久大学  看護学研究雑誌 12 巻 1 号発行（足育特集号） 

2020 年（Ｒ2） 1 月～ ・あしけんフットプリンター改良  

・小児用フットプリンターのカバー製作（協賛企業：富士ケミカル、川上産業） 

2020 年（Ｒ2）2 月 ・2020 年度長野県げんきづくり支援金申請  

・2020 年度佐久市健康長寿ブランド化推進事業「足トラブルへの足育対策システム」検証

調査（仮）申請  

・2020 年～2022 年 科研費（基盤研究 C）小学生の足を守るための足トラブルの発生要

因と予防対策に関する実証研究申請、4 月採択  
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３．自己点検評価および外部評価 

本学のブランディング化に向けた成果を、現在の進捗状況および地域住民等の反応から以下の

ように自己評価している（表８）。 

足育教育プログラム開発は、一部、小児用教材を開発し地域住民へ発信し啓発活動に貢献でき

た。足育関連の人材育成は表６の通り、学内では研修修了者が増え、教職員の足育活動が拡大し

た（表６）。しかし、地域住民向けの活動は未着手で、2020 年 4 月以降の活動の課題となる。 

フットプリンター開発は、集団健診用で使用可能になったが、判定基準の設定、自動化を進め

る過程に入り、改良を継続する。また、シューズ開発は企業との連携の方法を模索中であり、事

業の具体化にはまだ時間を要する。 

 

表８ 佐久大学ブランディング戦略の自己点検評価 

目的 対象ステークホルダー 手段・方法 目標・評価基準 自己点検評価 

・発信、周

知 

・他大学、研究者 

・学生・卒業生 

 

 

・受験生・高校教員 

 

・保健・福祉の従事者 

 

・一般住民 

・学会発表 

・ホームカミングデイ、

学内学会の立ち上げ 

 

・『大学案内』での成果紹

介 

 

・専門職向け成果発表会 

 

・大学ホームページにア

ップ 

・一般住民向け講座 

・最低５本 

・参加者在学生 200 人 

   卒業生 200 人 

 

・2000 部 

 

 

・オープンキャンパス

での実演 

・市民講座 4 回 

・学会発表は 6 本、論文投稿は

2019 年に 8 編。 

・在校生への足育特集号の紀要

配布、開学祭の参加、フットプ

リント採取とナースシューズの

選択などを実施 

・卒業生の取り組みは未 

・オープンキャンパス来場者の

フットプリント採取ミニカウン

セリング実施 

・2019 年度の公開講座 4 回開

催 

フットプリント採取は 4000 件 

開発・実践 

◆実践・支援 

・啓発・教育 

 

 

 

・予防・ケア

の実践 

 

 

 

・シューズ、

機器製作 

 

 

◆ プ ロ モ ー

ション 

・事業実績 

大学役割の 

発信 

・大学の認知 

度イメージ 

の向上 

・佐久市 

 地域住民 

 

 

 

・医療機関、福祉施設 

 行政 

・企業 

 ケアワーカーなど 

 

 

 

 

 

・学生・卒業生 

・受験生・高校教員 

・保健・福祉の従事者 

・行政・地域住民 

・留学生 

・行政主導での足健康教

育検討委員会の立ち

上げ 

・佐久市保健福祉・医療

計画への反映 

・足の集団健診・健康講

座の実施 

・住民健康意識調査 

・予防効果・満足度調査 

・アクションリサーチ 

･試作品製造、モニタリ

ング、ユーザー満足度

調査などを、大学とし

て支援 

 

・本事業に係る DVD の成 

・事業成果報告シンポジ

ウム 

・大学のプロモーション

ビデオ 

・長野県歩行ケア協会

との情報交換 

・委員会座長メンバー

となる。 

 

・意見書の提出 

・講師最低 10 人/回 

・足健康意識調査 300

人 

・臨床事例 20 ケース 

・リサーチ：看護師 20

人 

 介護福祉士 20 人 

・試作→改良→完成品 

・小売店、施設などで

のデモンストレーシ

ョン最低 10 箇所 

 

・300 部 

・テレビ、新聞への発

信 

・500 部 

・受験倍率 2.3→2.8 

・委員会の立ち上げは未着手 

・足の健康講座の依頼に、可能

な限り対応、オープンキャンパ

スのミニ足育講座、健康イベン

ト来場者のフットプリント採

取・ミニカウンセリング実施 

・臨床事例 20 ケースリサーチ

は 2020 年度に実施する予定 

・ヘルスポロモーション学会足

育ブース出展、看護師他 114 人

参加 

・こども靴の履き方 DVD 作成 

保育園等への配布 

中央 4 県知事サミット 

・受験倍率は長野市内 2 校の新

設あり、増加せず 
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協力・評価の獲得 

地 域 課 題 に

積 極 的 に 取

り組む大学 

 

 

地 域 の 足 健

康 を 牽 引 す

る大学 

 

「地域医療

先進地域＜

佐久＞で長

寿健康の拠

点となる大

学」 

・社会全般 

 

・受験生・在学生・卒

業生・同窓会 

・専門職団体 

・医療機関･福祉施設 

・大学改革基本構想の策 

定 

新大学部ジョン・学部改 

革プラン 

社会地域貢献プランに 

基づくブランド化の完 

成 ⇒ 情報発信 

・在学生・卒業生満足度

等の意識調査 

・受験生・高校生への進 

路意向調査 

（希望分野地域定着等） 

・専門職に向けた教育研

究ニーズ調査 

・地域住民対象の大学

役割期待調査 

・外部委員等 5 名の招

致 

・平成 32 度に向けて 

新大学ビジョン改革

案の策定・実施 

・安定した学生確保 

・受託・委託研究の獲

得 

・寄付・財政支援の拡

大 

・地域社会・第三者に

よる高い評価の持続 

2020 年（令和 2 年）長野県元

気づくり支援金の申請 

2020 年度佐久市健康長寿ブラ

ンド化推進事業の委託契約予定 

・在学生・卒業生満足度等の意

識調査 3 月実施予定 

・公開講座アンケート結果等に

よる地域住民のニーズ把握の実

施 

 

 

２）外部評価委員による評価 

【外部評価委員】 公益財団法人身体教育医学研究所 研究所長 岡田真平先生 

長野県看護大学看護学部長 渡辺みどり先生 

 

 

（1）中間評価 

2018 年 5 月 11 日（土） 

開学祭にお招きいただき、高山講師による専門的な視野から足のトラブル予防や健康維持の運

動、ケアなどの講義をうかがい、自分自身でできる足の健康習慣への気づきを得たと同時に、健

康寿命延伸のためには現在、取り組まれている佐久大学の足育研究プロジェクトの価値が再確認

できた。各チームの発表は途中経過であるものの、大学から外に出ての活動も多く、今後の調査

の実施、成果発表を期待したい。また、今回の足育に関するテーマでの講演会での一般参加者の

多いことは驚きであり、佐久エリアにおける足育への地域住民の関心の高さ示すものと考える。

今後、地域住民と一体となった研究活動も可能と推測され、地域全体を巻き込んだ研究の方向性

へと発展させてほしい。 

 

（2）最終評価 

COVID－19 の流行のため、会議自粛が始まった最中、3 月 4 日 10：00-11：00 の評価会議で、以

下のようなご意見をいただくことができた。 

 

 ・「足育」、「大学」で Web 検索すると 2 番目に佐久大学が該当する。こように、大学のブランド

化に貢献している実態がうかがえた。今後の事業の背景・課題・必要性について、足の健康サポ

ーターとしての人材育成に取り組み、地域へ還元すると記載されている。そのためには行政等の

外部と連携が必須であり、佐久市の足育推進協議会との強い連携ができている強みを活かして、
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佐久モデルとして発展させ体系化させていく事が課題と考える。佐久の広域連合として、東御市

も今後の活動へ連携していきたい。 

・大学組織内では個人の研究テーマ等で細分化されることが多い中で、佐久大学として全学的

に足育活動に取り組んでいること、研究の成果も多く、若手教員の研究活動の大きな刺激になっ

たことが理解できる。このように全学的な活動として運営されていることが評価に値する。 

研究グループの対象者が子ども、高齢者、母性、看護職・介護職であるため、切片化された印

象がある。全体として、各チームの成果を共有した上で、ライフステージ別にどのような課題が

あるのかを見出して、さらに発展させてほしい。その際には足育活動により、地域住民個々のセ

ルフケア能力がどれだけ高まったのかを数値化し評価することが、看護の視点、かつ、オリジナ

リティーにつながるため重要ではないかと考える。 

 以上のように、外部評価者からは本学が採択を受けた「タイプＡ：社会展開型」は、地域の発

展や保健分野の発展・深化に寄与する活動として評価を得た。2020 年度以降は、地域住民にとっ

て必要とされる足育活動が提供できるように、これまでの活動内容を統合・整理しながら進行し

ていく。 
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４．令和 2 年以降の活動の方向性 

 

以下の図は本学の足育ブランドを維持するための展開を示している。 

 

 

            佐久大学 足育 ステーション 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

                        

 

                                   

 

 

 

 

 

2022 年 ①講座修了者 

医療福祉職者対象 

足の健康サポーター育成  

 

 

  

健診・ケア  

 

開発・研究  

 

長野県げんきづくり支援金活用 

足の健康サポーター育成事業  

足の健診 S 小学校  

（科研費申請中）  

各健康イベントで

の足の健診  

 

問地域住民 保健補導員等対象  

足の健康サポーター育成① 

基礎講座  

アドバンス講座  

 

フットプリンタ改良  

 

業務用シューズ改良  

教育・人材育成  

 

学内足育人材育成  

2019 年～ 

足の保健室  

令和 2 年佐久市健康長

寿ブランド化推進事業  

足トラブルへの  

介入と評価  

 

 

 

図３ 2020 年度以降の佐久大学ブランド化 足育活動の構想図 

佐久市足育推進協議会   

足育サポートセンター  

相談業務 足育教育  

 

2022 年～ 

佐久大学・佐久市民によ

る足の訪問看護  

学部・短大足育  

新カリキュラム開始  

科目開講 教材作成  

足育教育  

 

乳幼児から高齢者までの足のト

ラブル予防と健康増進への貢献  
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１）教育・人材育成関連事業 

2020 年（令和 2 年）長野県元気づくり支援金の活用による人材育成計画   

         

（１）事業の背景・課題・必要性 

長野県は保健補導員の制度が示すように健康志向が高く、自分の健康を自分で守るという風土

を持っている。セルフケア能力に注目し、足の健康サポーターとしての人材育成に取り組み、地

域住民の相互に還元できる企画とする。さらに、それらの人材を継続的に施設入所者など、足に

トラブルを抱えた人々へ、ボランティアとして訪問による足爪ケアができるグループ活動を組織

する。2022 年度までに、足のトラブルのある人々、健康弱者、歩行しにくい方々、施設内での

足部ケアを提供できる人材を育成する。 

足の健康を守るための人材教育プログラムを開発し、地域ぐるみで足育の取り組みを強化して

いく意義は、以下のとおりである。 

地域住民はケアの提供を受けるだけではなく、8020 などの健康保持の意識が高まり、自身の

足の健康は自身で守るという時代である。本学は足育推進協議会に属して、地域住民への足育の

啓発活動に取り組んできた。 

平成 29 年度から 3 年間の文部科学省の研究ブランディング事業として採択された本学では健

やかな足を育てるヘルスプロモーションの視点、成長発達とともに発生してくる足のトラブルを

予防する視点をもち、トラブルによる苦痛を軽減し問題を改善するなどの幅広いニーズに対応で

きる知識とスキルを蓄積してきた。今後も、大学の特徴の柱の一つとして足に関する知識獲得

と、高齢者ケアに特化した専門職へのとして、新学部として設置されるヒューマンケア学部の学

生も含め、啓発活動ができるような新カリキュラムでは、正規科目として設置し、学内での実践

的な研修と組み合わせて教育していく予定である。 

また、足育に関する佐久エリアの人々の関心の高さは、足や健康をテーマにした公開講座への

参加率の高さ等にて、十分に反映されている。大学として足の健康に着眼した教育内容を有する

大学はない。今後、保健医療福祉の専門職者を養成する高等機関として、看護学部や福祉学科を

擁する本大学独自の特徴を生かしながら、足の健康サポーターを育成する講習会を開催し、受講

後の認定制度をつくり、教育内容の質保証に努める。そのためには、本学教職員の人財育成も並

行し継続しながら講師陣の育成にも取り組む。 

また、講習会で使用するテキスト類や DVD など、効果的な教育媒体を開発・併用して、短期間

で効果的な講習会を開催し広く人材を育成する予定としたい。ポールウォーキング発祥の地でも

ある佐久エリアから発信して、長野県足育ネットワークを創ることが可能であり、健康寿命の延

伸に貢献できる足の健康教育という長野県の強みを生かした事業といえる。 

 

２）健診・ケア関連事業 

(１）佐久市「ジャパンブランド健康長寿推進事業」 

佐久市では、佐久市の卓越性である健康長寿、そして、それを支える保健・医療システムを世

界に誇れるブランドと捉え、このブランドを市の産業振興、まちづくりに生かすことにより、交

流人口の創出と地域経済の活性化を図り、多くの人に選ばれ住み続けたくなる佐久を創生するこ
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とを目的とする「ジャパンブランド健康長寿推進事業」を展開している。 

平成 30 年度には「歩行計測による健康増進調査」等を実施し、歩行計測による歩行改善や転

倒予防の有効性が一定程度示された。 

今後ますます高齢化が進んでいく中で、「歩行」は身近で手軽にできる身近な運動であり、健

康を維持する有効な手段と考えるが、一方で足や膝、腰に痛みを抱え、歩きたくても歩けない方

もいる。「足」の悩みを解決するため、「足育サポートセンター」では、佐久市足育推進協議会の

会員が足の悩みのアドバイスやケアを提供している。しかし、週 1 回、予約制のため受入人数の

少なさやその後の経過を把握できない状況で成果が明確になっていない。 

そこで、健康長寿佐久を牽引できるシステムを構築するために、現在の取り組みを検証するた

め、委託事業として佐久市からの委託を受ける予定である。 

足育推進協議会「足育サポートセンター」ならびに佐久大学「足の保健室」を利用し、足トラ

ブルのある方 20 名程度への対策（例：痛みを伴う胼胝・鶏眼、嵌入爪など）へのケアと歩行状

態の観察と指導（足関節の可動域、歩き方、姿勢の調整とトレーニング）、扁平足などへのアー

チサポートテーピング、トラブルを繰り返さないための靴環境の調整（靴の履き方・選び方、イ

ンソール調整）などの理学療法士、看護師、医師、整形外科靴マイスター等、足育にかかわる専

門的な多職種が連携してアドバイスを行える独自の介入とその効果を評価する。 

 

（２）足の保健室 

足や爪のトラブルを改善するためには、靴環境や歩行状態のチェックと改善が必要であること

を実感し、足育サポートセンターの相談業務にかかわってきた。しかし、痛みを感じたり不適切

な靴選びでトラブルを悪化させている方のケアを提供するために、2019 年 5 月、ボランティア

教職員による足の保健室を開設した。 

これまでの利用者は 23 名で延べ 80 件であった。23 名の居住地は、佐久市 9 名・小諸市 4

名・他近隣市町村で、来所時に希望されたケアは、爪ケア 64 件・角質ケア 46 件・アーチサポー

ト 21 件である。若い時からの胼胝や鶏眼、巻き爪などトラブルを抱えており、既に皮膚科で外

科的治療を受けてもトラブルの改善は一時的で、結局「どこに相談したらよいかわからない」と

悩みを訴えている方いた。足の状態把握、トラブルの原因追及と苦痛部位のケア、そして靴の見

直しなどにより、複数の足部痛の消失、嵌入爪の化膿の消失により歩きやすさを感じる、知人に

も紹介したい、という反応が多い。 

原則、毎週金曜日 15：30～予約制で、2 名から 3 名の終了が７時になることもあり時間確保が

課題、学内教職員には、勤務時間の調整による柔軟な対応とした。利用者の都合に合わせた時間

の確保のため、週２回半日ずつ、定期開催できる担当者の体制が課題となる。そのためには、ケ

ア提供者の人材育成および担当者のスキルアップ（講習会参加など）の機会を作ることと、ブラ

ンディング事業の一環としてボランティアで実施してきたが、長期的に継続していくための材料

費等を考慮して軽費を徴取するなど、有料化できるシステムが必要と考える。 

トラブルを繰り返さないケアを提供し、できるだけリピーターを少なくすること、安全で効率

的なマシンケアで時間短縮できることも目標としたい。 
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３）研究開発関連事業  

フットプリンターは協力関係にある 2 企業との連携を継続しながら改良品を製作し普及活動に

入る予定である。シューズメーカーと、3 月発売モデルについての改良に関する意見を交換す

る。 

 科研費の申請採択による研究活動の開始 

 1）佐久市内の A 小学校全学年児童の足部の状態とトラブル発生の実態を、前向きかつ経年的 

に調査し、運動、靴の選択と履き方、爪切りなどの生活習慣等から、学年別および、高・低学年 

別に足の異常とそれに関わる要因を統計的に明らかにする。2）骨の形成・発達が著しい低学年

の 1～3 年生、成長が緩やかになる高学年 4～6 年の 2 群からのトラブルが判明した児童を対象に

医 療的・保健的な足のケアで介入する。その前後の変化を通して、トラブル要因がどのように

存在し、改善していくか、効果的なケアの方法を明らかにする。 3）保護者および教職員の足の

健康意識と足のセルフケアの実態を明らかし、教育的介入による経年的な変化を検討し、前記

1）2）の結果を含めた健康教育を提言する。2020 年～2022 年の活動概要は以下の図の通りであ

る。 

 

 

   図４ 小学生の足を守るための足トラブルの発生要因と予防対策に関する実証研究  
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5．平成 29 年度から平成 31 年（令和元年）度の補助金の使用状況   

 

ブランディング事業経費は、学内ブランディング事業推進委員会が承認した事業方針及び 

事業計画に基づいて適切に執行された。主要経費は①～⑥のとおりである。 

①研究費：ソフト開発費 

②業務委託費：知的財産権申請費用 

③講習会費用：足育アドバイザー養成講座受講費用 人材育成のための講師謝金 

④調査費用：各グループの調査費用 

⑤広告宣伝費：学会参加費用、ヘルスプロモーション学会企業展示、リーフレット作成等 

⑥その他：配布用実習靴費用、イベント対応の備品および消耗品等 
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資料４ 各チームの活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーム１ 

①子どもグループ 

②成人高齢者グループ 
 

 

 

足と靴の実態調査と 

健康教育プログラム 
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資料１ 2019年度  佐久大学・信州短期大学 開学祭プログラムおよび開学祭アンケート結果 

資料２ 2019年度 佐久大学公開講座アンケート結果 

資料３ 佐久大学公開講座集計 

資料４ チームごとの活動（学会発表、健康教育など） 

チーム１ 

 ①子どもグループ 

 １．第 66 回 小児保健協会学術集会ポスター発表 2019 年 6 月 22 日 

１）A 地域における幼児期の子どもの足と靴に関する実態調査 

  ２）小学生の足のトラブルと靴の選び方や履き方に関する調査 

  ３）B 地域の足と靴に関する実態調査 －中学生の男女差に焦点をあてて－ 

  ４）足と靴に関する実態調査 －高校生の男女差に焦点をあてて－ 

 ２．佐久大学公開講座 

  ボクとワタシの靴教室「うまく履けたよ」 

 ３．教材の作成 

 １）リーフレット「健やかに育つ子どもの足と靴」URL 

https://www.saku.ac.jp/wp_saku/wp-content/uploads/2018/03/ashiiku_leaf_.pdf 

 ２）DUD ぼくもわたしも上手にはけるよ 

URL https://www.saku.ac.jp/education/studies/ 

 ４．子どもチーム 足と靴の健康教育方法案 

チーム１ 

②成人高齢者グループ 

１．佐久大学高齢者大学大学院 講座 2019 年 9 月 10 日 佐久大学 

１）快足生活のすすめ －いつまでも元気に歩くために－  

  ２）足の健康 ― 基礎編 ― 

  ３）足の健康 ― 実践編 ― 

  ４）2019 年度 佐久市高齢者大学大学院講座アンケート結果 

２．第 50 回日本看護学会ヘルスプロモーション学術集会 ポスター発表 2019 年 9 月 10 日 

３．2019 年度 佐久市 弥生が丘団地「いきいきサロン」出前講座実施報告 12 月 3 日 

４．佐久大学公開講座  12 月 14 日 

  いつまでも元気に歩くために「足が喜ぶフットケア」 

５．そっこんさく市 

  活動の様子 

 

チーム２ 

 １．第 50 回日本看護学会 ヘルスプロモーション学術集会ポスター発表 2019 年 9 月 

  看護・介護職の業務用シューズの困りごとや不満に対する意識 

２．第 50 回日本看護学会 看護管理学術集会 2019 年 10 月 

   看護・介護職への支給靴に関する実態調査 

https://www.saku.ac.jp/wp_saku/wp-content/uploads/2018/03/ashiiku_leaf_.pdf
https://www.saku.ac.jp/education/studies/


 ３．The 6th International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing Science 

abstracts,P2-159,2020.2. 

      Awareness about Foot Troubles and Foot Health in Nurses and Care Workers 

 

チーム３ 

  第 39 回日本看護科学学会学術集会 ポスター発表 2019 年 12 月 1 日 

 妊婦の足型と妊娠中の不快症状との関連 

 

チーム４ 

  高齢者の安全な立ち上がり調査時に使用した物品 

 

チーム５ 

１．第 50 回日本看護学会ヘルスプロモーション学術集会 ポスター発表 2019 年 9 月 

看護・福祉系学生の靴と足の健康に関する認識調査；足のトラブルと靴の選び方、 

履き方との関連に着目して 

２．シューズフィッティングの様子 

 

資料４ 研究論文 

 

資料５ 私立看護系大学協会会報 

 

資料６ フットプリントの特許証 

 

資料７ 文部科学省 令和元年度の進捗状況報告 

  １）平成 29年度 

  ２）平成 30年度 

  ３）平成 31年度・令和元年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料１  2019年 5月 11日 開学祭ポスター、プログラム 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料２  足育基調講演、ブランディング事業中間報告アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１．性別を教えてください。 質問２．年代を教えてください。

質問３．お住まいはどちらですか？ 質問４．ご勤務先またはご所属の機関を教えてください。

質問５．今回の企画をどのような方法でしりましたか。あてはまるもの
を全てを選んでください。

質問６．参加された理由について当てはまるものをすべて選んでくだ
さい。

質問７．高山先生の講演は、あなたに役に立つ内容でしたか？
質問８．佐久大学が取組んでいるブランディング研究事業の概要説
明・研究発表はいかがでしたか？

佐久大学・信州短期大学　開学祭　「足から始める健康づくり」アンケート（5/11）結果
                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答者157人
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男 女 回答なし
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この開学祭の企画やブランディング研究事業についてご意見をお聞かせください。 

・高齢者ケアに携わる仕事をしていますが、足爪のトラブルが多い方がほぼ 100％であり、足を触わられることがとても嫌なこととな

っている実情です。地域に足育の大切さを発信し、足ケアすることが当たり前のこととなれば良いと感じました。 

・足のトラブルについて初めて知ったこともあり学ぶことができた。 

・足育の話しをはじめて聞きました。とても良かったです。（同 6 人） 

・興味を引くものが多くとても理解しやすかったです。（2 人） 

・車に頼った人生で７０代ですが歩かなかったことを反省しています。 

・足の爪にも圧が必要なことに驚いた。 

・参考になるものが非常に多くい今後役立てられそうであると感じました。 

・ふだんあまり気にしない足に関して注意を向けようと思いました。 

・足育でどのようなことが行われているかを知ることができて良かったです。 

・健康づくりは足から、足はとても大切だと改めてわかりました。（2 人） 

・靴は自分の足にしっかり合わせることが必要だと分かった。（2 人） 

・自分に合う靴を選ぶ大切さを知ることができた。足のケアに取り組みたい。 

・高山先生の講演はわかり易く大変為になりました。妊婦の足の健康問題は大変興味深いです。 

・基調講演を聞いて足に関する意識が変わり、しっかりケアしていこうと思いました。 

・とても役に立って良かった、長野でもあると新聞で見たが近くでやっていただいたので感謝します。 

・看護師なのでナースシューズの研究にとても興味がありました。今後もこのような講演を楽しみにしています。ナースシューズ開

発されたらぜひ試したいです。（3 人） 

・ナーシシューズ開発は興味深い内容です。足のトラブルを抱える人は多いんだなあと思った。 

・地域の方や実際に働いている看護師の実態を知り、足育に対してさらに普及していくことが必要だと思った。 

・地域ブランディング向上に連携して活動していきたい。 

・足の健康や佐久大学の取り組みを知るとても良い機会になった良い企画だったと思います。 

・有意義な活動を佐久大学で取り組んでいることを知れて応援したい。 

・佐久市内で 60 代から 80 代を対象としたウォーキング教室を主宰し触れている予防に努めています。足の健康にはとても興味が

あるので、今後も足育について学びたいと思います。 

・チームに分かれて調査することにより詳細がわかり易く示されていたため、それぞれの今後の課題が達成できれば看護師も健康

的に働くことができるようになるのだと思いました。 

・チームにより差を感じた。 

・足に対しての問題が解決するための研究でとてもいいと思いました。 

・秋のデータ発表を聞いてみたい。 

・とても良い企画だと思う。地域や個人への意識化にはとても時間がかかると思うが根気よく取組してほしい。いろいろな 

機会に取り組むことが状況や成果などアプローチしていってほしい。 

・最終報告会に期待しています。（2 人） 

・腰の手術後下半身に不自由があり日常生活が厳しい状況なので会場を選んできました。 

・①足のケアに活かしたい②足ケアをし、転倒しにくい脚作りができるといいがそのような取り組み、フットプリントがなくても足ケア

前後での効果の評価はどのようにしたらよいか。 

・足のトラブルが多く困っています。 

・70,80 代の身体の動きや体力をどうつけるか。 

  



資料３  2019年度佐久大学公開講座 

１．公開講座の実績 

1回目 2回目 3回目 4回目 

9月 7日(土) 

14:00～15:30  

姿勢や歩き方からわ

かるからだの不具合 

講師：市川 彰氏                                                                                                                                        

9月 28日（土） 

14:00～ 15:30  

運動不足による肩こり

（頭痛）や膝腰痛を和

らげる健康体操 

講師：半田秀一氏                   

11月 17日（土） 

14:00～15:30   

血管を若くする生活とと

もに認知症も予防しよう 

講師：吉田俊子氏 

桑原良子氏 

                           

12月 1日（土） 

14:00～15:30  

足の健康づくり 

ボクとワタシの靴教室

「うまく履けたよ」 

橋本佳美氏 

「いつまでも元気に歩く

ために」上野良子氏 

コメンテーター： 

内田みさ子氏                                                                                                                       

参加者：114名 

スタッフ 8名 

参加者：101名 

スタッフ 9名 

参加者：252名 

(一般 163名、学生 89名) 

スタッフ 10名 

参加者：101名 

スタッフ 10名 

アンケート回収率 

108名 94.7% 

アンケート回収率 

85 名 84.2% 

アンケート回収率 

238名 94.4% 

(一般 154名 94.5%  

学生 84名 94.4%) 

アンケート回収率 

70名 69.3% 

 

２．公開講座アンケートの結果 

参加者の多くは、50代から 70代であり公開講座へのリピーターが多いこと、居住地は佐久市内が 6割以上

を占めていた。 

 

年代別の参加者数 

           

 

参加者の居住地域 

 

 

 

 

年代 1回目 2回目 3回目 4回目
10代 0 0 30 0
20代 1 8 57 1
30代 1 1 3 2
40代 5 0 2 2
50代 14 10 14 10
60代 37 17 58 24
70代 38 34 54 19
80代 10 13 19 11
無回答 2 2 1 1
合計 108 85 238 70

1回目 2回目 3回目 4回目
佐久市内 62 48 165 47

佐久市以外 46 35 73 18
無回答 0 2 0 5



リピーターの程度 

 

 

 

 

 

  

健康のために参考になったかどうかについては、大変参考になったという回答が多く、特に 2 回目の

「運動不足による肩こり（頭痛）や膝腰痛を和らげる健康体操」はすぐに実践できるためか高評価であった。

参加者の年代層と合わせて、健康ニーズの高さがうかがえる。 

 

参考になったか 

    

 

 

 

 

 

 

 

満足度 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回に希望する講座など 

・歩き方の実技              ・腰痛について 

・猫背を直す方法を知りたい        ・五十肩について 

・高齢者対策に講座            ・認知症予防の具体的な運動             

・心身の健康に関する講座         ・簡単体操、体のこり 

・足育の話                ・超高齢化に対応した内容 

・食育講座                ・食物の具体的な話 

・日常生活を自分の力でできるヒント    ・人間関係とストレス            

・健康で生活できる方法          ・健康に関すること  

1回目 2回目 3回目 4回目
ある 45 62 113 57
ない 63 23 124 13
無回答 0 0 1 0

1回目 2回目 3回目 4回目
79 77 154 45
23 7 75 25
0 0 4 0
0 1 0 0
6 0 5 0

大変参考になった

やや参考になった

あまり参考にならなかった

参考にならなかった

無回答

1回目 2回目 3回目 4回目
57 74 133 45
49 11 96 25
1 0 7 0
0 0 0 0
1 0 2 0

やや不満足

不満足

無回答

大変満足

やや満足



資料４ 

 

 

 

チームごとの活動 

 

学会発表、健康教育など 



  

 

 

チーム１ 

 

① 子どもグループ 

② 成人・高齢者グループ 

 

足と靴の実態調査と 

足育健康プログラム 

 

 

 



 

 

 

① 子どもグループ 

 
 

 

 

  



                               子どもグループ 

2019年日本小児保健学会報告 

 

 

A地域における幼児期の子どもの足と靴に関する実態調査 

小林睦 橋本佳美 弓削美鈴 鈴木千衣 八尋道子 柴田眞理子 小山智史 

阿藤幸子 二神真理子 柳澤佳代 

 

【目的】 

子どもは 3 歳頃から土踏まずが形成され始め、階段の昇降やスキップなどの複雑な運動を獲得す

る。歩行運動で重要なのは、足底の知覚運動神経への刺激であり、円滑な歩行や健やかな成長発達へ

とつながる。本研究の目的は、A地域における幼児の足と靴に関する実態を明らかにし、子どもと保

護者への健康教育プログラム検討の一助とする。 

【研究方法】 

1)調査対象：A地域における保育園・幼稚園の年中クラスの保護者 168名 

2)調査期間：2018年 9月 3)調査方法：幼児の保護者への質問紙調査 4)調査内容：足のトラブル、靴

の選び方、靴の履き方について 5)分析方法：記述統計の算出 6)倫理的配慮：所属機関の研究倫理審

査委員会の承認を得た。(承認番号：2018009) 

【結果】 

1）回収数は 130 名(77.7%)であった。2)足のトラブルは、複数回答で 45 件(34.1%)あり、靴擦れ

18名(13.8%)、爪が割れる 18名(13.8%)、まき爪 4名(3.1%)、その他 5名であった。3)普段履いてい

る靴は、スニーカーが最も多く 125名(96.2%)であった。靴を選ぶ時の優先度は、「足に合っている

靴」85名(65.4%)が多く、次に「デザイン」「歩きやすさ」であり、子どもの足に合っていると感じ

ている保護者は、68名(52.3%)であった。靴を買って失敗した経験のある保護者は、61名(46.9%)で

あり、失敗の原因は「直ぐに壊れた」19名(31.1%)、「履くと痛い」18名(29.5%)、であった。4)靴

の履き方でいつも心がけさせていることは、「紐やベルトを締め直す」53名(40.8%)、「かかとをつ

ぶしての着脱」4名(3.1%)、「かかとをフィットさせる」23名(17.7%)、「足指のゆとりのあるよう

に履く」34名(26.2%)、「中敷きを使用する」8名(6.2%)であった。5)健康教育を受けた経験は、34

名(26.2%)で、足や靴に関心のある保護者は 77名(59.2%)であった。 

【考察】 

約半数の保護者は足に合う靴を選び、靴が合っていると感じている。しかし、約 3割の幼児には、

靴擦れや爪が割れるなどのトラブルがあり、実際の足のサイズや靴の正しい選び方、履き方が出来

ていない可能性もあると推察される。また、足や靴に関心のある保護者は多いが、今までに健康教育

を受ける機会が少なかったと考えられる。今後、健康診査等の機会を活用した健康教育プログラム

を検討していく。本研究は平成 29‐31 年度私立大学研究ブランディング事業「足育(あしいく)研究

プロジェクト」の一部である。 

 

 

 

 



 

 

 

 

  



                               子どもグループ 

              2019年日本小児保健学会報告 

 

 

小学生の足のトラブルと靴の選び方や履き方に関する実態調査 

 

【目的】 

学童期は健康管理も含めて、生活行動の主体が保護者から子どもに移行していく。小学生の足のトラブ

ルと靴の選び方や履き方に関する実態を知り、足の健康を守る教育プログラムの基礎資料とするため調

査を行った。 

【方法】 

1）調査期間：2018 年 10 月 2）調査対象：B 小学校 4 年生の保護者 129 名 3）調査方法：質問紙調査 

4）調査内容：子ども自身に靴を選ばせる時期、靴の選び方・買い替え回数、足のトラブル経験、靴の履

き方、靴や足の健康教育の受講の有無である。5）分析方法：記述統計を用いた。6）倫理的配慮：所属機

関の研究倫理審査を受け実施した（承認番号：第 2018009 号） 

【結果】 

回収数は 105 名（81.4％）であった。子ども自身に靴を選ばせる時期は、｢高学年から｣41 名（39.0％）、

｢入学から｣33 名（31.4％）、｢幼児期から｣8 名（7.8％）、｢中学以降｣16 名（15.7％）であった。子どもの

靴を選ぶ時に優先する事柄は、1 位足に合っている 2 位歩きやすい 3 位デザイン・色であった。靴の買い

替えは、1 年間に 1-2 足が 62 名（59.0％）、3 足以上 42 名（40.0％）であった。過去の足のトラブル有

は 47 名（44.8％）54 件あり、靴ずれ、爪が割れる、イボ、魚の目、巻爪、外反母趾、まめ、水虫であっ

た。現在足のトラブル有は、14 名（12.1％）19 件で、トラブルの内容は過去と同様であった。靴の履き

方は、紐やベルトを締め直して履く 44 名（41.9％）しない 52 名（49.5％）、踵をフィットさせて履く 31

名（29.5％）しない 56 名（53.3％）、踵をつぶして脱ぎ・はきを容易にする 38 名（36.2％）しない 61 名

（58.1％）であった。靴や足の健康教育を受けた経験がある保護者は 18 名（17.1％）であった。 

【考察】 

保護者の 7 割が子どもに靴を選ばせる時期を小学生からと考えていた。学童期は生活行動が子ども主

体に移行していく時期である。適切に靴を履いている子どもが半数以下であり、足の成長に合わせた靴が

必要な時期であるため、保護者と子どもに対して足の観察や自分の足に合った靴選びの知識などの健康

教育が入学時点から必要である。本研究は、平成 29-31年度私立大学研究ブランディング事業：健康長寿

〈佐久〉を牽引する「足育（あしいく）」研究プロジェクトの助成を受けて実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

  



                            子どもグループ 

2019年日本小児保健学会報告 

 

 

B 地域の足と靴に関する実態調査 -中学生の男女差に焦点をあてて- 

 

【目的】 

中学生は身体発育が著しく、足の形態も大きく変化する時期である。そこで中学生の足のトラブ

ルと靴の履き方、選び方の実態を明らかにすることを目的に調査を行った。 

【方法】 

1)調査対象：B 中学校の 2 年生 255 名 2)調査期間：2018 年 10 月 3)調査方法：質問紙調査 4)調査

内容：足のトラブル、靴の選び方、靴の履き方 5)分析方法：記述統計を算出、性別と休日運動有無

で各項目とのχ2検定 SPSS Ver.24 使用 6)倫理的配慮：所属機関の研究倫理審査委員会の承認(承認

番号：2018009)を得た。 

【結果】 

回収数 199 名(78.0％)であった。日頃履く靴が｢足のサイズ・形にあっている｣156 名(77.3％)だが、

足のトラブルは 63 名(33.2％)に認められ、トラブル件数 55 件中、まめ 11 件(20.0％)、外反母趾 10

件(18.2％)、巻き爪 10 件(18.2％)であった。靴を選ぶ時の優先度は｢足に合っている｣が 79 名(39.7％)

と最多だった。「靴を買って失敗した経験あり」63 名(33.2％)では女子 41 名(21.6％)の方が男子 22 名

(11.6％)より有意に多かった(p＜0.05)。失敗原因は 62 件中、痛み 25 件(40.3％)が多かった。靴の履

き方においては、「ひもやベルトを締め直していない」75 名(37. 7％)、「靴の踵をつぶして履く」33

名(16.6％)、「踵をフィットさせていない」55 名(27.6％)、「つま先にゆとりがない」30 名(15.1％)であ

った。｢足の健康教育を受けた経験あり｣17 名(8.5％)では、男子 14 名(7.1％)、女子 3 名(1.5％)であっ

た。 

【考察】 

靴が自分の足に合っていると 7 割が答えており、3 割が足のトラブルを抱えている。また、足にも

関心がなく、適切な靴の履き方ができていないことから、足と靴の履き方、選び方の指導の必要性が

必要である。研究の限界として一地域の中学生調査であり一般化はできない。この研究は平成 29-31

年度私立大学研究ブランディング事業｢足育(あしいく)研究プロジェクト｣の一部である。 

COI（利益相反）の有無: 無し 
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足と靴に関する実態調査；高校生の男女差に焦点をあてて 

 

【目的】 

高校生は自身で靴を選び購入し始める時期であり、正しい靴選びの知識が必要になる。そこで、高

校生の足のトラブルと靴の選び方、履き方の実態を明らかにすることを目的に調査を行い、性差に

ついて分析した。 

【研究方法】 

1)調査対象：A地域の C高校 2年生 130名 2)調査期間：2018年 10月 3)調査方法：質問紙調査 4)

調査内容：足のトラブル、靴の選び方、靴の履き方 5)分析方法：記述統計を算出。性別と各項目は

χ2検定を実施。6)倫理的配慮：所属機関の倫理審査を受け実施した(承認番号:第 2018009)。 

【結果】 

回収数は 107 名(82.3%)で男子 51 名、女子 56 名であった。足のトラブルは 34 名(31.8%)に 46 件

あり、まめ 10 件（21.7％）、靴擦れ 9 件(19.6%)の順に多かった。普段履いている靴はスニーカー

が最も多く 82名(76.6%)であった。靴を選ぶ時の優先度は「デザイン・色」が全体の 56名（52.3%)

と最も多く、男子 20名（39.2％）に対し女子は 36名（64.3％）であった。靴を買って失敗した経験

は全体の 27名(25.0%)にあり、男子 6名（11.8％）に対し女子は 21名（37.5％）であった（P＜0.01）。

失敗の原因は「履くと痛い」11名（10.2％）が最も多かった。自身の足幅を把握している人は 12人

（12.2％）であった。靴の履き方において実施しているという回答が少なかった項目は、「紐やベル

トを締め直す」48名(45.3％)、「かかとをフィットさせる」44名(40.8%)、「中敷き等で工夫する」

24 名(22.2%)であり、実施していない割合は女子の方が多かった。健康教育を受けた経験は 2 名

(1.9％)にすぎず、足や靴に関心のある人は 34名(31.8%)であった。 

【考察】 

足にトラブルがある高校生は約 3 割だが、足や靴への関心は低く、トラブルを正確に把握できて

いない可能性がある。約 8 割は自身の足幅がわからず、選び方においてもデザイン重視であること

から足に合わない靴を選んでいる現状がある。特に女子にその傾向が強く、靴の選び方には男女差

がみられており、性別を考慮した足の健康教育プログラムの内容・方法を検討し、正しい靴選びが出

来るよう指導していく必要がある。本研究は平成 29‐31年度私立大学研究ブランディング事業「足

育（あしいく）研究プロジェクト」の一部である。 

 

 

 

  



 

  



ビデオ：ボクもワタシもじょうずにはけるよ 

https://youtu.be/FjAwSgN7ni0 

 

                                 子どもチーム 佐久大学公開講座  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材の作成：ビデオおよびリーフレット 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 成人・高齢者グループ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成人・高齢者グループ活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



佐久大学高齢者大学大学院 講座  

「快足生活のすすめ―いつまでも元気に歩くために―」 

2019 年 9 月 10 日 

自分の足のチェック表   月  日 

□足ゆびなど、足の色が悪くなっている 

皮膚の色の変化 (肌色が均一か、趾先が紫色でないか) 

□魚の目(鶏眼;けいがん)        □タコ (胼胝;べんち) 

□靴ずれ        □切り傷、ひっかき傷、化膿はないか 

□水ぶくれ      □足の腫れ     右(   )   左(   ) 

□皮膚の乾燥   □踵のひび割れ 

□爪が厚くなっていたり、巻き爪がある   

□爪の形が変形   □爪の色が変色している 

□爪が割れたり、はがれたりしている 

□足のしびれや痛みがある 

□感覚が鈍くなっている 

□足が冷たい、あるいは、ほてったりする 

 

変化が見られたり、気になる項目があれば、専門家に相談し

てみましょう! 



                                   

 高齢者グループ 2019年第 50回日本看護学会ヘルスプロモーション学術集会抄録 

 

 

          歩行可能な地域在住者の足の健康に関する実態 

関本真奈美、宮沢美帆、細谷たき子、上野良子、鶴岡章子、小泉小百合、依田明子 

 

【はじめに】 

2003 年介護予防・地域支えあい事業で「足指・爪のケア事業」が開始された。しかし、先行研究に

おいて靴と足がフィットしないゆえに足のトラブルが発生する状況が認められている。 

【目的】 

歩行可能な地域在住者のトラブルの実態と足や靴に関する認識を明らかにすること。 

【方法】 

調査に協力が得られた 200 名に対し、足の観察と自記式の質問紙にて調査し性別の記載に不備があ

る者を除く 197 名を分析対象とした。分析は、SPSSver.24 を用いて統計学的有意水準は 0.05 とした。 

【倫理的配慮】 

研究協力は自由意思、プライバシーの保護、匿名性、中断の自由、不利益のないことを説明し個人が

特定されないようにした。本研究は佐久大学倫理委員会の承認を得て実施した。 

【結果】 

性別は男性 77 人(39.0%)、女性 120 人(60.9%)で、平均年齢は男性 56.97 歳(±18.1)、女性 57.4（±

17.2）であった。よく履く靴の種類は、スニーカー(運動靴)148 人(74.0%)が多く、日頃履く靴は履きや

すさ 170 人(85.0%)を優先していた。靴や足の学習経験のある者は 26 人(13.0%)であった。足のトラブ

ルで多かったものは自己申告でも「足の裏の皮膚のガサガサ」49 人(24.9%)、看護師の観察でも「かか

との乾燥」130 人(66.0%)であった。また、爪のトラブルでは、自己申告では「爪の割れ・爪のすじ」

と回答した者が多く、看護師の観察では、約半数に「巻き爪」や「爪の変形・肥厚」があった。フット

ケアについて、毎日入浴する者が 145 人(73.6%)であったが、一方で時々足の指の洗い忘れがある者は

37 人(18.8%)であった。足のトラブル予防のため認識が高かった項目は、「足を清潔にすることは足の

トラブルを予防する」132 人(67.0.%)であった。 低かった項目は「靴のかかとを踏みつけることがあ

る」99 人(50.3%)であった。 

【考察】 

足や爪のトラブルの実態が明らかになったが靴や足の健康に関する学習の機会はほとんどなく、健

康な地域在住者へ足のトラブルを予防するための知識の普及啓発が必要である。 

【結論】 

1．日頃履く靴はスニーカー(運動靴)が多く、履きやすさを優先していた。 

2．足のトラブルは自己申告、看護師の観察ともに「かかとの乾燥」が多かった。また、看護師の観察

では約半数に「巻き爪」や「爪の変形・肥厚」があった。 

3．靴や足の学習経験は 26 人(13.0%)で、足のトラブル予防のために認識が高い項目は、「足を清潔に

することは足のトラブルを予防する」低い項目は「靴のかかとを踏みつけ  ることがある」であった。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年度 佐久市 弥生が丘団地「いきいきサロン」出前講座実施報告 

 

開催日時 2019 年 12 月 3 日（火）9：30~11：40 



開催場所 弥生が丘団地集会所 

研修内容 １）講話「足が喜ぶフットケア」 

     ２）足育プリンター使用による足型プリント撮影  

参加者数 15 名（弥生が丘団地居住者） 

担当教職員 看護学部 上野良子 関本真奈美  

短期大学部 菊池小百合  

事務局  染川功二 

 

１．実施スケジュール 

８：４０  大学出発 

９：００  会場到着・準備 

９：３０  参加者来場 血圧測定実施（担当 関本 菊池）  

１０：４５  主催者挨拶 

１０：１０  講話開始 担当 上野 

テーマ「足が喜ぶフットケア」 

        ➀足と爪に関する基礎知識 

②自分の足の観察 

        ③日々のセルフケア（洗浄、爪切りの仕方等） 

        ④新聞紙、タオルを活用した簡単な足のストレッチ 

       配布資料 

        ①「足育！健康な身体は元気な足から！」発行/佐久市足育推進協議会 

        ②「くつくんと森のともだち」発行/佐久市足育推進協議会（終了後希望者に配布） 

        ③「タオルギャザーで筋力アップ」作成：上野 

        ④自分の足のチェック表 作成：上野 

１０：４０ フットプリント開始 （担当 染川 菊池） 

       フットプリント終了者及び未実施者足育相談 （担当 上野 関本） 

       終了後参加者に、足育クリアファイル、足育バック、洗浄剤・保湿剤のサンプルプレゼン

ト 

１１：１０ お茶を飲みながらの歓談 

１１：４０ 終了 片付け 

１２：１０ 大学到着 片付け 

 

２．相談・質問内容 

１）子供が巻き爪なのでどうすれば良いか。 

２）何故この指の爪は曲がっているのか。 

３）爪が上に向いてしまうのは何故なのか。 

４）足裏に固いところがある。 2 件 

５）お風呂上りに軽石で踵を擦っているがそれでよいか。 

 

３．感想 



１）今まで足を大事にしていなかった。今日来られなかった人にも教えてあげたい。 

２）孫にパンフレットを渡したい。 

３）このような話をまた聞きたい。 

４）履きやすいから何年も同じ(一足)靴を履いていたが、同じ靴はもう売ってなかった。 

（買い替えたほうが良いと分かった。） 

５）靴は大きいものが良いと思っていた。 

６）靴の選び方がわかった。 

７）靴を買う時、デザイン重視で選んでいた。 

８）爪切りニッパーは持っているが、使い方が違っていた。 

 

４．その他 

１）デイサービスに行っているが、今日の内容は大事だから、休んで出前講座に来た。 

２）デイサービスで（新聞たたみ等）体操をやってみたい。 

３）今まで靴は値段とデザインで選んでいたが、次から今日学んだインソールに足を合わせる等して、自

分に合った靴を選びます。（高齢女性） 

４）シニア大学でも行ってほしい。 

５）靴のサイズがあっていない、またはインソールが足にあってない。（３名あり） 

 

 

 全体を通し、講話開始時より集中して聴いている様子が伺えた。特に足の仕組みや役割、さらに日常的

に行われている爪切り・踵の処理については関心が高く、自身が行っているケアが良いのかと質問する場

面もあった。今回の出前講座の対象が高齢者のみでなく、地域で生活する小学生の子供を持つ母親も参加

していたことから、子供の足に対する相談も寄せられた。 

個別の相談では、足裏の肥厚の原因を説明し、現在履いている靴の確認と、履き方についても説明をお

こなった。 

フットプリントについては、全員が初めての体験であり、印刷された自身の足型について多くの参加者

から質問があった。印刷された足型を見ることは、自身の足について興味を持つきっかけになったと思わ

れる。 

講話と足のストレッチ及びフットプリントと言う一連の流れを通し、健康で歩き続ける為に必要とな

る足について、日ごろから関心を持ち、ケアしていく事の必要性を伝えられた内容であったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【写真 1 フットプリンター設置状況】        【写真２ 講話背景】 

 

           

【写真３ 新聞紙を使用した指の体操の様子】 
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質問3清潔を保つ必要性
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質問１-２ 参加者人数・年齢

人数 年齢

7%1名

93%14

名

質問2学習経験の有無

有

無

73%11名

27%４名

質問５転倒予防との関係

良くわかった

わかった

 

2019 年度 佐久市 弥生が丘団地「いきいきサロン」アンケート集計結果 

 

質問１．性別             質問１－2．参加人数と年齢 

 

 

 

質問２．学習経験の有無        質問３．足の清潔を保つ必要性の理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問４．正しい爪の切り方の理解         質問５．転倒予防との関連 
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質問１性別
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質問４爪の切り方の理解
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た
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53%8名40%6名

7%1名

質問７靴購入時の参考の有無

とても思う

思う

あまり思わな

い

40%6名

33%5名

27%4名

質問10足の写真は参考になったか

とても参考に

なった

参考になった

未記入

46%7名
47%7名

7%1名

質問６足の観察の必要性

とても思う

思う

未記入

13%2名

87%13名

質問８指の運動をするか

とても思う

思う

40%6名

60%9名

質問9伝えたいと思うか

とても思う

思う

質問６．異常の早期発見のための足の観察       質問 7．靴購入時に参考にするか 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問８．今後も指の運動をするか      質問９．他の人に伝えたいと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

質問 10．足の写真は参考になったか      質問 11．自由記述 

                           １）とても分かりやすかったです。 

                           ２）足の大切さ再確認しました。これから

は自分の足のケアをしっかりして、最

後まで歩けるようにして行いたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぞっこんさく市写真 

成人・高齢者チーム 



 

 

 

チーム 2 

 

業務用シューズ調査 
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チーム 3 

 

妊婦の足型と不快症状 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

チーム 4 

 

高齢者の立ち上がり 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
  

チーム４ 

 

調査時 

測定に使用した物品 
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チーム 5 

 

大学生の足と靴 

 

 

 

 

 

 

 
 



チーム５ フットプリントとシューズフィティングの様子 

    

     フットプリンター 
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チーム５  第 50回日本看護学会 －ヘルスプロモーションー学術集会  

ポスター発表 

看護・福祉系学生の靴と足の健康に関する認識調査；足のトラブルと靴の選び方、履看護・福祉系

学生の靴と足の健康に関する認識調査 

足のトラブルと靴の選び方、履き方との関連に着目して 

 

二神真理子１）坂江千寿子１）、松下由美子１）、細谷たき子１）、八尋道子１）、宮原香里１）、菊池

小百合２）、吉田和美３） 

 

１）佐久大学 ２）佐久大学信州短期大学部 ３）つくば国際大学 

 

【はじめに】「足育(あしいく)」とは、足や靴についての正しい姿勢や歩き方を実践し、トラブルの

ない健康的な足や身体を育てること(佐久市足育推進協議会,2018)であり、将来、ケア提供者となる

看護・福祉系学生が足育に関心を持つことは重要である【目的】看護・福祉系学生の靴と足の健康に

関する認識の実態を明らかにし、足のトラブルの有無と靴の履き方、選び方に関連した要因を検討

する【方法】1）調査対象；看護・福祉系の A大学学生 160名 2）調査期間；2018年 7～9月 3）調査

方法；無記名による自記式質問紙調査 4）調査内容；日ごろ履く靴、足の状態、足のトラブルの有無

と内容、靴の選び方と靴の履き方【倫理的配慮】研究への参加は自由意思に基づき、不参加であって

も不利益は被らない旨を文書で説明した。佐久大学倫理審査委員会の承認を得た(第 2018004号)【結

果】回収数 137 名(回収率 78.0％)。足のトラブルがある学生は 43 名(31.％)、トラブル件数は延べ

154件であった。トラブルの内訳は、「まめ・靴擦れができやすい」32件（20.8％）、「爪が痛い時が

ある・あった」29件(18.8%)の順であった。「靴は自分の足に合っているか」には、「ぴったり」93名

(68.4％)、「少しきつい」「やや大きめ」43 名(31.6％)であった。自分の足幅がわかっている学生は

9 名(7.3％)であった。小学校・中学校・高等学校で足や靴の健康教育を受けたことがある学生は 6

名(4.4％)であった。足のトラブルの有無を従属変数としてロジスティック回帰分析、強制投入の結

果、オッズ比(95％CI)は「靴の幅が足の幅に合う靴を選ぶ」4.057(1.407-11.697)、「靴が自分の足に

合っている」2.793、(1.180-6.610)、「靴紐を緩めて締め直している」1.258(1.003-2.328)であった。

【考察】足のトラブルを予防するためは、足幅・足長が合った紐靴を選び、靴紐を緩めて締め直すこ

とが重要である。大学入学前に足や靴の健康教育を受けている学生は少ないため、ケア提供者とな

る学生には、正しい靴の選び方と履き方によってトラブル予防を習慣化できるよう、足育を学ぶ機

会が必要である。【結論】自分の足幅・足長に合うサイズの靴を選び、靴紐を緩めて履いて紐を締め

直すことが足のトラブル予防に繋がるとの示唆が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  



資料４ 研究論文 

資料５ 研究論文 

 

関本真奈美, 宮沢美穂, 細谷たき子, 上野良子, 鶴岡章子, 菊池小百合, 束田吉子, 依田明子

（2019）. 健康イベントに参加した成人・高齢者の足のトラブルと靴や足に関する健康行動・認識. 

佐久大学看護研究雑誌, 12(1), 5-15. 

二神真理子, 坂江千寿子, 松下由美子, 細谷たき子, 八尋道子, 宮原香里, 菊池小百合, 吉田和美

（2019）.看護・福祉系学生の靴と足の健康に関する認識調査：足のトラブルと靴の選び方、履き方

との関連に着目して. 佐久大学看護研究雑誌, 12(1), 17-27. 

塩入とも子，森本綾, 坂江千寿子, 佐藤美由紀, 柿澤美奈子, 松下由美子, 三池克明（2019）. 

 看護しよう通信販売カタログから見えるナースシューズの実態. 佐久大学看護研究雑誌, 12(1), 17-

27. 

坂江千寿子, 杉田亨, 染川功二, 宮原香里, 秋山賢一, 堀内ふき（2019）. 佐久大学による集団健診用

足裏測定装置の開発過程と今後の課題. 佐久大学看護研究雑誌, 12(1), 39-46. 

二神真理子, 弓削美鈴, 八尋道子, 橋本佳美, 阿藤幸子, 柳澤佳代, 柴田眞理子, 小山智史, 小林睦, 

鈴木千衣（2019）. 高校生の足のトラブルと靴に関する実態調査：高校生の男女差に焦点をあてて. 

佐久大学看護研究雑誌, 12(2), 5-15. 

小林睦, 橋本佳美, 弓削美鈴, 鈴木千衣, 八尋道子, 柴田眞理子, 小山智史, 阿藤幸子,二神真理子, 

柳澤佳代（2019）. A地域における幼児期の子どもと足と靴に関する実態調査. 佐久大学看護研究雑

誌, 12(2), 25-33. 

中田覚子, 上原朋子, 竹内良美, 櫻井綾香, 湯本敦子,吉田文子（2019）. 妊婦の足型と常用靴の実態

および足型と妊娠中の不快症状との関連. 佐久大学看護研究雑誌, 12(2), 55-65. 

鈴木真理子, 宮原香里, 吉岡恵, 篠崎一栄, 武田貴美子, 櫻井真智子, 吉川三枝子（2019）. 看護師が

抱える足のトラブルとナースシューズに対する認識. 佐久大学看護研究雑誌, 12(2), 129-138. 

 

 

 

これらの論文は、下記の佐久大学機関リポジトリから閲覧できます。 

 

https://saku.repo.nii.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料６ 私立看護系大学教会 会報         2018 No.39掲載 

 

佐久大学における「文部科学省ブランディング事業」申請の採択までの経緯と今後の展望 

佐久大学 看護学部長 坂江千寿子 

 

佐久学園佐久大学は、長野県佐久市に設置された小さな大学です。看護学部と大学院看護学研究科、別科助

産専攻科、そして信州短期大学部福祉学科を併設しています。今春、大学院看護学研究科では、特定行為研修

（8区分）を含むＮＰコース開設します。 

本学は、地域医療の先進地に佐久に創設されたという強みを生かして、高度な先進的治療への対応はもちろ

ん、高齢者や終末期患者が在宅で質の良い時間を過すための援助ができる看護職・ケアワーカーの教育を目指

しています。この立地条件を活かして、さらに健康寿命を延伸できる取り組みをしたいと模索し、ブランディ

ング事業の申請にあたり、いくつかの検討課題が挙がりました。 

１．特化してブランド化できる本学の強みは何か？永続性のあるブランド化となりえるか？ 

２．そのブランド化を実現し、維持できる社会的資源があるか？  

３．ブランディング事業として企画した内容について実行性・実効性があるか？ 

４．その結果、地域における本学の存在意義の確立、受験生数増加等が期待できるか？ 

今回ブランディング事業として申請した内容をご紹介いたします。 

 

１．本学は健康の維持、疾患予防、健康障害の回復に寄与できる人材育成を目指す大学であること、ポールウ

ォーキング発祥の地でもあり、足と健康の関係に注目した「あしから始める健康づくり」がコンセプトにな

りつつあります。 

 

２．社会的状況としては、平成 26（2014）年、佐久市足育推進協議会が発足、その事務局を佐久大学 

が担当し、「あしいくサポートセンター」として大学内に個々の足の悩みに対応する相談窓口を開設。 

本協議会の 2代目会長は佐久大学堀内ふき学長で、協議会メンバーと佐久大学教員がともに相談業務にあた

っています。同時に、ポール作成企業、体幹 2 点歩行動揺計の開発企業、佐久市内の病院や靴販売店、佐久

市、商工会議所、大学教員等による研究会も始まっていました。本学は、平成 25 年から佐久市や佐久市商

工会議所との連携協定も結んでいます。 

 

３．本学では、地域イベント（例：ぞっこん！さく市）や、大学祭、教員免許状更新講習会、公開講座  

 等でのフットプリント採取による足の状態の把握、靴の履き方の重要性を伝えるなどの活動を始めていまし

た。 

ブランディング事業申請までには次のような取り組みを行っていました。 

現場での看護師は腰痛を訴えることが多いのですが、履いているナースシューズの靴底摩耗や歩行状態の関

係について調査し発表しました（2017年日本看護研究学会学術集会） 

・看護学部生のナースシューズによる足趾の負担軽減に注目し、入学した学生が着用するナースシューズの選

定に取り組みました。全員のフットプリントを採取し整形外科靴マイスターのべーレ・ルッツ氏の指導を得

て、ドイツ製のナースシューズをフッティング、不適合者へのインソール調整をお願いしました。 ⇒日本

のナースシューズでは 100％というものが選定できない事実が明らかになりました。 ⇒ 自分たちで開発

しよう！ 



・学生自身の足への意識の希薄さ、ひいては対象者の足の観察や指爪などの変形予防も重要なケアになるため、

足靴に対する基礎的な知識が必須であると考え、学生対象の意識調査を実施しました。 

 

４．以上の活動を通して、足の問題は誰もが共通する普遍的なテーマであること、足に関する専門家を招聘し

て学修経験を積み、教職員がともに取り組める事業になることが明らかになりました。 

・その経過の中で、足と靴の関係の不適合はその上位関節である足首や膝などのダメージに繋がることから、

足の健康を見直し健康に繋げたという機運が生まれてきました。 

これらの活動を通して、 

１）足、趾、靴適合に悩みのある人々の参加が多い。  

２）地域住民は、足、趾、靴に関する知識や安楽になる対策を求めている。 

３）足、趾へのケアの提供、必要時医療へつなぐことと同時に、幼児期からのトラブル予防が重要である。  

４）足趾のトラブル防止のための啓発活動が必要である。 

５）足の状態を正しく簡便に把握できる方法の開発、特に学童・生徒の集団健診スクリーニング機器の開発

が必要  

⇒ フットプリンターの開発の必要性が明確になってきました。 

平成 28 年度ブランディング事業への申請結果は不採択でしたが、本学の取り組みは長野県知事をはじめ

として多くの方の関心を引き出すことになりました。次第に、地域連携事業に積極的な大学として、取材等

が増えました（佐久ケーブル TV、日本教育学術新聞）。 

このフットプリンター開発は、長野県現場課題解決型機器開発事業に採択され、現在改良型第 2 号機の作

製に着手して、その完成が間近になっています。 

 

【平成 29 年度ブランディング事業への申請】 

通称「あしけん」として会議を重ね、上記のフットプリンター開発を進める中で、Ｈ29年度のブランディン

グ事業の申請時期となりました。申請書にはあれもこれもと盛り込まず、文章よりも表の使用、行間の空け方、

ポイントの伝わる表現を意識して、以下の目標に絞って修正しました。 

 

１）公開講座や大学祭、ぞっこん佐久市などで行ってきたフットプリント採取や啓発活動の充実と住民のニ

ーズ把握 

２）これまでに実施してきた足育サポートセンターの活動の整理と拡充を図り、より地域住民へ情報発信し

ていける教育プログラムの開発 

３）短大福祉学科を有する本学として看護、介護の専門職に適したシューズの開発 

この計画の前提には、集団健診で使用する簡便な足型測定機器の開発と足形を判読できる人材育成が必要で

す。 

以上のように、この申請採択までには数年の蓄積があり、元副学長宮地先生など足の健康に深い関心と知識

をもつ看護教員の存在が促進要因となりました。また足については多くの人が悩みや関心をもつという普遍性

があるテーマだということも今回の採択に繋がった理由ではないかと思います。 

 将来的には「あしいく」に関する科目をカリキュラム改正の際に新科目として含めること、卒業後のナース

シューズ選びの視点の変化、人々の足の健康増進への寄与という成果が出ることを目指しています。 

 

 



資料７ フットプリントの特許証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

資料８ 文部科学省 令和元年度の進捗状況報告 

 

  



 

  



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


